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序     文 
 

ブラジル連邦共和国では、産業界の近代化に伴う都市化の進展により、自動車利用及び路上駐

車の増大、都市内道路の未整備等に起因する交通渋滞の発生、大気汚染及び騒音の増大等の問題

が惹起し、都市公共交通機関の改善をはじめとする都市交通機関の整備が急務となっています。

しかしながら、これまでブラジル都市交通に係る国内政策の計画立案、調整、実施、技術開発、

人材育成を担い、これらの問題解決にあたっていたブラジル都市交通公社（EBTU）が、平成２年

に地方分権化により廃止になったため、都市交通分野の技術開発は、国内の大学及び研究機関に

全面的に依存することとなりました。このような状況において、同国は、都市交通分野の研究機

関がない中西部及び北部を主要範囲として、当該分野における人材育成を目的とする「都市交通

人材育成センター（CEFTRU）」をブラジリア大学（UnB）内に設立すべく、我が国に対しプロジ

ェクト方式技術協力を要請してきました。 

この要請に応え国際協力事業団では、平成10年８月から４年間にわたるプロジェクト方式技術

協力を実施してきました。今般、プロジェクト終了を２か月後に控え、これまでの実績を評価す

るため、平成14年５月19日から５月31日まで、（財）関西空港調査会 吉川 和広理事を団長とする

終了時評価調査団を派遣し、ブラジル連邦共和国側と合同で活動実績を総括するとともに、プロ

ジェクト目標の達成度について評価を行いました。この評価によれば、CEFTRUはニーズ調査に

基づく研修コースのプログラムの策定や基本的な教材の整備、セミナー及び講義の適宜実施、課

題研究への取り組みを主体的に行っており、都市交通に係る人材育成及び研究を行う機関として

十分整備されていることから、プロジェクトはおおむね目標を達成する見込みです。ただし、日

本側が供与した機材のうち、道路舗装関連機材の一部、環境関連機材の一部については、プロジ

ェクトの外部的な要因により十分な有効活用が図られていない状況であり、それぞれしかるべき

対応策の実施が求められています。本報告書は、同調査団の調査及び協議結果を取りまとめたも

ので、プロジェクト関係者間での共有、類似プロジェクトへの参考のため広く活用されることを

願うものです。 

ここに、調査にご協力頂いた外務省、国土交通省、文部科学省、在ブラジル連邦共和国日本大

使館など、内外関係各機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き一層のご支援を賜わり

ますようお願い申し上げます。 

 

平成14年６月 

 

国際協力事業団 
理事 泉 堅二郎 





略 語 表 
 

ABC ： ブラジル協力事業団 

ANTT ： 陸運庁 

CEFTRU ： 都市交通人材育成センター 

Ｃ／Ｐ ： カウンターパート 

DETRAN/DF ： ブラジリア連邦区交通局 

EBTU ： ブラジル都市交通公社 

GEIPOT ： ブラジル交通計画公社 

GIS ： 地理情報システム 

IBAMA ： 環境・再生可能天然資源研究院 

METRO/DF ： ブラジリア連邦区地下鉄公社 

MOT ： 運輸省 

PCM ： プロジェクト・サイクル・マネージメント 

PDM ： プロジェクト・デザイン・マトリックス 

PT ： パーソントリップ 

Ｒ／Ｄ ： 討議議事録 

UnB ： ブラジリア大学 

 

 



評価調査結果要約表 
 
案件の概要 

国名：ブラジル連邦共和国 案件名：ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 

分野：運輸・交通一般 援助形態：プロジェクト方式技術協力 

所轄部署：社会開発協力部 
社会開発協力第二課 

協力金額（評価時点）：３億9,591万9,000円（2001年度末実績） 
 

Ｒ／Ｄ締結：1998年３月27日 協力期間：1998年８月１日～2002年７月31日 

日本側協力機関：国土交通省 先方関係機関：運輸省（MOT）、ブラジリア大学（UnB） 

１．協力の背景と概要 
ブラジルでは、交通渋滞の発生・大気汚染及び騒音の増大等が問題となっており、都市交通機

関の整備が急務となっていた。一方、これまでの都市交通に係る国内政策の計画立案、調整、実
施、技術開発、人材育成を担い、これらの問題解決にあたっていたブラジル都市交通公社（EBTU）
が1990年に地方分権化により廃止となったため、都市交通分野の技術開発は国内の大学、及び研
究機関に全面的に依存することとなった。このような状況において同国は、都市交通分野の研究
機関がない中西部及び北部を主要範囲として、当該分野における人材育成を目的とする「都市交
通人材育成センター（CEFTRU）」をUnB大学内に設立すべく、我が国に対し、プロジェクト方式
技術協力を要請してきた。 
これに対し、1998年３月に実施協議調査団を派遣し、討議議事録（Ｒ／Ｄ）を署名・交換した。

そして同年８月１日より４年間の協力期間をもって、都市交通計画、都市貨物、道路設計、公共
輸送の計画・運営・管理、都市交通環境管理の５分野におけるプロジェクト方式技術協力「都市
交通人材開発プロジェクト」を開始した。 

 
２．協力内容 
(1) 上位目標 

都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の能力が、CEFTRUにより実施される研修
を通じて向上する。 

 
(2) プロジェクト目標 

都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の研修が効果的に行われるよう、CEFTRU

が整備される。 
 
(3) 成 果 

   ① 都市交通分野の計画・管理・運営・教育の需要を満たす研修プログラムが整備される。 
   ② 都市交通分野の指導能力が十分に確保される。 
   ③ 研修に必要な施設、機材がよく整っている。 
   ④ 組織・人事・財務の面においてCEFTRUが適切に運営される。 

 
(4) 投入（評価時点） 
日本側： 
長期専門家派遣  4名  機材供与  １億5,624万1,000円（1998～2001年度） 
短期専門家派遣 22名  ローカルコスト負担 3,243万1,000円（1998～2001年度） 
研修員受入れ  12名   
相手国側： 
カウンターパート（Ｃ／Ｐ）配置 14名 
    ローカルコスト負担（機材等購入含む） 6,681万3,000円（1998～2001年度） 
土地・施設提供  



 
評価調査団の概要 

調査者 団長／総括：吉川 和広 (財)関西空港調査会理事 

 道路設計／都市交通環境管理： 
英 直彦 東海旅客鉄道㈱総合企画本部東京企画開発部 担当課長 

 公共交通：酒井 好道 国土交通省自動車交通局技術安全部管理課 専門官 

 協力企画：赤城 里至 国際協力事業団社会開発協力部社会開発協力第二課 

 評価分析：三島 光恵 オーバーシーズ･プロジェクト･マネージメント･コンサルタンツ㈱ 

調 査 
期 間 

2002年５月19日～５月31日（12日間） 
（コンサルタント団員は、５月13日～５月31日） 

評価種類：終了時評価 

評価結果の概要 

１．評価結果の要約 
(1) 妥当性 

プロジェクトの実施については、プロジェクト目標がブラジルの開発政策と合致しており、
妥当であったと評価できる。ブラジルのカルドーゾ政権下の多年度計画（1996～1999年、2000
～2003年）では、全国交通システムの近代化を重点課題のひとつにあげており、特に相対的に
交通インフラの発達が遅れているブラジル北部、北東部、中西部の都市交通関連の人材を育成
する本プロジェクト目標は、この政策を支援するものである。また、ターゲットグループの
CEFTRUのニーズにも合致していたと考えられる。 

 
(2) 有効性 

CEFTRUは都市交通分野にかかわる重要な人材養成及び研究機関として、施設・組織面で整
備されており、プロジェクト目標に関してはおおむね達成されたと評価できる。研修コースに
ついては、ニーズ調査に基づいたコースカリキュラムが策定されており、教材は基本的なもの
が整備され、現在までに一定の研修実施実績、参加者数を得ている。また、中間評価調査時に
提言のあったCEFTRU施設内での研修も実施され、機材の有効活用が図られている。一方、セ
ミナー・講義も適宜開催されており、2002年３月にはブラジル側が主体となって、国際シンポ
ジウムを開催した。調査研究についても、Ｃ／Ｐの技術レベルの向上を目的とした、JICAのミ
ニ開発調査への関与をはじめとして、ブラジル関係機関からいくつかの調査を受託しており、
委託費用はCEFTRU事業の運営費に充てられている。 

 
(3) 効率性 

日本側の投入に関しては、時期、量、質はおおむね適切であった。本プロジェクトは通常の
プロジェクト方式技術協力に比較し、小規模で必要最小限に抑えられている。ブラジル側の投
入については、Ｃ／Ｐの配置、及びプロジェクト運営にかかわる予算措置は、おおむね適切に
実施された。一方、日本が供与した機材のうち道路舗装関連機材の一部については、設置予定
であるCEFTRU第２棟の建設（建設そのものはプロジェクトの協力の範囲外）が遅れているこ
とから、設置予定の機材が有効活用されていない。また、環境関連機材の一部については、ブ
ラジルの環境基準の認定を受けていないため、利用が研究目的に限られ、実用面での利用が制
限されている。以上より、道路舗装関連機材については、CEFTRU第２棟の早期完成、環境関
連機材については認定の早期取得等、しかるべき対応策の実施が求められている。 

 
(4) インパクト 

本プロジェクトのインパクトは、徐々にではあるが顕在化してきている。CEFTRUの研修を
受講した研修生は、研修を通じて能力が向上したことを認めており、受講者のなかには既に研
修で学んだ知識を業務に反映しているものもいる。また、交通分野における関係機関から
CEFTRUで実施された研修及び研究に対して高い評価を得ている。  



 
(5) 自立発展性 

組織・制度面については、CEFTRUは施設面及びＣ／Ｐの人数において適切な体制が確立され
ている。CEFTRUは、研修生へのアンケート等を通じ、コースの質・内容をレビューし、研修
の質を維持・向上することを図っている。財政面においてCEFTRUは十分な運営予算を確保し
ており、現在のところ大きな問題はない。UnBもCEFTRUを財政的に支援しており、今後もMOT

からの複数年にわたる研修委託計画がある。技術面については、Ｃ／Ｐの多くは博士号を取得し
た大学教員であり、海外留学を経験しているものもいる。したがって基本的な研究研修活動を
実施する能力は有しているものの、一部交通環境分野において、環境マネージメント全般技術
の向上が必要とされている。 

２．阻害・貢献要因の総合的検証 
(1) 効果発現に貢献した要因 
 1) 計画内容に関するもの 

ブラジル側の投入として配置されたＣ／Ｐについては、多くが博士レベルの教授で、なか
には海外での留学経験を有する人材もおり、Ｃ／Ｐの能力が高かったこと、MOTをはじめと
する先方関連機関等から、本プロジェクトへ十分な支援が得られたことが大きい。 

 2) 実施のプロセスに関するもの 
日本人専門家とＣ／Ｐ双方の関係はおおむね良好であったこと、言語の面でもＣ／Ｐの多く

が英語に堪能であり、何人かは日系人で、日本語についてもある程度理解が得られていたこ
とにより、十分なコミュニケーションが図られていた。 
 

(2) 問題及び問題を惹起した要因 
 1) 計画内容に関するもの 

日本側が供与した機材のうち道路舗装関連機材については、CEFTRU第２棟の建設が遅延
しているため、設置予定の一部機材が有効活用されていない。また環境関連機材についても、
一部ブラジルの環境基準の認定を受けておらず、利用が研究目的に限定されている。 

 2) 実施のプロセスに関するもの 
Ｃ／Ｐの多くがUnB大学院の教官を兼務しており、CEFTRUより1.5km離れた大学院都市交

通専攻の建物で活動している。そのため、技術移転活動のなかで少なからず支障を来したケ
ースが散見されている。 

３．結 論 
プロジェクトの実施については、プロジェクトの目標がブラジルの開発政策と合致しており、

妥当であったと評価できる。CEFTRUの活動内容についても、研修コースについてはニーズ調査
に基づくコースプログラムの設定、基本的な教材の整備等がなされており、セミナー・講義も適
宜実施されている。課題研究についても、ブラジル関係機関よりいくつかの調査を受託している。
このことからCEFTRUは十分整備されており、プロジェクト目標はおおむね達成されたと判断で
きる。しかし、道路舗装関連機材、環境関連機材については、一部プロジェクトの外部的な要因
により、十分な有効活用が図られていない状況であり、それぞれしかるべき対応策の実施が求め
られている。これらの課題がいくつか残されているものの、Ｃ／Ｐの基本能力は高く、財政的にも
手厚い支援を受けていることから、今後CEFTRUが自立発展していく可能性は高い。 
今後のCEFTRU事業の展開としては、第三国研修の実施が考えられるが、当面はプロジェクト

の成果をブラジル国内に普及させるための現地国内研修に重点を置き、実施する素地が整ったう
えで第三国研修を実施していきたいとの意向をもっている。 

４．提 言 
CEFTRUの活動内容を更に向上させるためには、道路舗装及び環境関連機材の一部について、

有効に活用することが重要である。道路舗装関連機材については、CEFTRU第２棟の早期完成と
速やかな設置が望まれる。環境関連機材については、早々にブラジル政府機関からの認定を受け
ることが必要である。  



 
５．教 訓 

比較的投入規模の小さいプロジェクトにおいて、成果を得るためには、先方機関の十分な支援
が見込まれること、Ｃ／Ｐの基本的能力が高いこと、チーフアドバイザーのリーダーシップが十分
発揮されることが重要である。 
また、ブラジルのような英語が公用語でない国に、現地公用語に堪能でない短期専門家を派遣

する場合は、仮に英語に堪能なＣ／Ｐであっても、教材作成やセミナー開催等においては、現地公
用語しか理解できない者も対象となることから、現地公用語の通訳の傭上等、適宜措置を講じる
ことが必要である。また、大学の教員を兼務するようなＣ／Ｐの場合、技術移転スケジュールにつ
いても十分留意して赴任期間を設定することが望ましい。 
環境関連機材のように、機材選定の段階で相手国の規格認定の取得が必要かどうか十分確認

し、現地調達も含めて広く検討することが必要である。  

 



－1－

第１章  終了時評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

 ブラジル連邦共和国（以下、「ブラジル」と記す）では、産業界の近代化に伴う都市化の進展に

より、自動車利用及び路上駐車の増大、都市内道路の未整備等に起因する交通渋滞の発生、大気

汚染及び騒音の増大等の問題が惹起し、都市公共交通機関の改善をはじめとする都市交通機関の

整備が急務となっている。しかしながら、これまでブラジル都市交通に係る国内政策の計画立案、

調整、実施、技術開発、人材育成を担い、これらの問題解決にあたっていたブラジル都市交通公

社（EBTU）が、1990年に地方分権化により廃止になったため、都市交通分野の技術開発は、国

内の大学及び研究機関に全面的に依存することとなった。このような状況において、同国は都市

交通分野の研究機関がない中西部及び北部を主要範囲として、当該分野における人材育成を目的

とする「都市交通人材育成センター（CEFTRU）」をブラジリア大学（UnB）内に設立すべく、我

が国に対しプロジェクト方式技術協力を要請してきた。 

 これに対し、1998年３月に実施協議調査団を派遣し、討議議事録（Ｒ／Ｄ）を署名・交換した。

そして、同年８月１日より４年間の協力期間をもって、都市交通計画、都市貨物、道路設計、公

共輸送の計画・運営・管理、都市交通環境管理の５分野におけるプロジェクト方式技術協力「都

市交通人材開発プロジェクト」が開始された。 

 プロジェクト開始後、1999年８月に運営指導調査団、2001年11月には運営指導（中間評価）調

査団を派遣し、本プロジェクトの進捗状況を確認し、当初計画の見直しを行ってきた。 

 今時調査では、都市交通分野の計画・管理・運営・教育の需要を満たす研修プログラムの整備、

都市交通分野の的確な研修講師の確保、研修に必要な施設、機材の活用状況、センター運営につ

いて、現況を確認するとともに、さらに協力期間中のプロジェクトの活動について人的、物的投

入がどの程度成果に変換されたかについて整理・評価する。また、プロジェクト・サイクル・マ

ネージメント（PCM）手法を用い、妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性の評価５

項目の観点から、プロジェクト成果の達成度を評価する。 
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１－２ 調査団の構成と調査期間 

(1) 調査団の構成 

氏 名 担当分野 所 属 

吉川 和広 団 長／総 括 (財)関西空港調査会理事 

英  直彦 道路設計／ 
都市交通環境管理 

東海旅客鉄道㈱総合企画本部東京企画開発部 
担当課長 

酒井 好道 公共交通 国土交通省自動車交通局技術安全部管理課 専門官 

赤城 里至 協力企画 国際協力事業団社会開発協力部社会開発協力第二課 

三島 光恵 評価分析 オーバーシーズ･プロジェクト･マネージメント･ 
コンサルタンツ㈱ 

 

(2) 調査期間 

2002年５月19日～５月31日（コンサルタント団員は、2002年５月13日～５月31日） 

調査日程及び主要面談者は、付属資料１、２のとおり。 

 

１－３ 対象プロジェクトの概要 

(1) 協力期間 

1998年８月１日～2002年７月31日（４年間） 

 

(2) 相手国実施機関 

運輸省（MOT）、ブラジリア大学（UnB） 

 

(3) 目 標 

 1) 上位目標 

都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の能力が、CEFTRUにより実施される

研修を通じて向上する。 

 

 2) プロジェクト目標 

都市交通の計画、管理、運営、教育に携わる人材の研修が効果的に行えるように、

CEFTRUが整備される。 
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(4) 成 果 

   ① 都市交通分野の計画・管理・運営・教育の需要を満たす研修のプログラムが整備される。 

   ② 都市交通分野の指導能力が十分に確保される。 

   ③ 研修に必要な施設・機材がよく整っている。 

   ④ 組織・人事・財務の面においてCEFTRUが適切に運営される。 
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第２章　終了時評価の方法

２－１　PDMe

本プロジェクトはプロジェクト開始時のプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）を

基に実施されてきたが、2001年３月にプロジェクト側でPDMの見直し・修正がなされた（ここ

では、PDM1とする）。そこでは主に表現上の見直しや、指標の具体化のための修正を行い、関係

者の合意をとっている。今般の評価用PDM（PDMe）は、このPDM1を基に関係者の合意をとっ

て、若干修正を加えたものである。修正を加えた点は、表２－１に示すとおりである（PDM1と

PDMeについては、付属資料４及び５．PDMの変遷を参照）。今回の変更は、主に指標の一層の

明確化を図るための変更である。

表２－1　終了時評価PDMeへの変更点

変更箇所 変更前（PDM1） 変更後（PDMe） 変更理由及び留意点

・2005～2007年（プロジ
ェクト終了後３～５
年）までに、相当数の
研修生がCEFTRU実施
による研修を終了す
る。（職業訓練課程
Especializaçãoについて
は600人程度、他の種
類の研修コースについ
ても人数を示す必要あ
り）

・2007年まで（プロジェ
クト終了５年後）相当
数の研修生がCEFTRU
実施による研修を終了
する。〔年間300人以上
の研修生が職業訓練課程
（Especialização）も含
めたすべてのコースを
終了する〕

現在までの活動の実績か
ら、全体的な目標数値と
して今後もCEFTRUが維
持可能な最低レベルの目
安として保たれるものを
示した。コースの種類が
その時々の需要で変更さ
れることや、コースの実
施回数や参加者も、その
時々の状況で影響がある
ことを考慮している。し
たがって、この数値は
100％以上の達成を目標
とするタイプの指標であ
る。
また、コースタイプ別〔職
業訓練コースと延長教育
コース（Extensão）〕の
修了者についてもそれぞ
れ把握して状況をみるこ
とが必要。

上位目標の指標

（指標の追加） ・研修生が研修終了時に
研修講師により知識習
得度に関して一定の評
価を得る。
（上記指標手段の追加）
研修生のテスト結果、研
修講師の研修生評価書

研修生の能力向上を確認
する指標として追加。
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変更箇所 変更前（PDM1） 変更後（PDMe） 変更理由及び留意点 

上位目標の指標 （指標の追加） ・研修生が研修で学んだ
ことを業務で活用す
る。 
（上記指標手段の追加） 
研修修了者に対する研
修効果に関するアンケ
ート調査等 

研修生の能力向上を確認
する指標として追加。 

プロジェクト目
標の指標 

（指標の追加） ・研修修了生（あるいは
研修実施中の研修生
でも）からコースに対
して良い評価を得る。 
（上記指標の手段の追加） 
研修修了者に対する研
修効果に関するアンケ
ート調査等 

「研修を受けた側がコー
スに対してどのような意
見をもったか」を確認し、
効果的な研修が行われつ
つあるかどうかの根拠の
ひとつとして追加した。 

成果の指標 （順番の入れ替えのみ） 項目１－３を１－１へ 時系列の順序にするため
順序を変更。  

 

なお、PDMeでは特に指標として明示していないが、ほかにも以下の指標を考慮した。 

① コース応募者数／入学者数／コース修了者数 

② １教員当たりの研修生数 

①については、現在までのところ、ほとんどの応募者を受け入れ、また、修了者に関してもほ

とんどが修了している状況であったので、特に詳細を調べていない。しかしながら、将来的に応

募者が急増し、需要超過の状態、若しくは応募者が少ない状態になった場合には、研修の効率的

運営度合いを図るための指標となる。 

②については、基本的に分野別の教員が既に数名ずつ配置されて指導を行っていること、また

必要に応じて外部の教員も雇われていることを確認したのみであった。本プロジェクトはようや

く基本的研修コースが整備され、ある程度、研修実施の実績を蓄積したばかりである。取りあえ

ず、その時々の需要に合わせて研修を実施してきたという状況で、明確な計画に沿ってコースを

実施したというよりは、ようやく試験的な段階が終わり、今後は今までの経験を基に研修の定期

的実施に向けて計画が策定できるようになった状況にある。また、本プロジェクトの場合、研修

コースの目的・分野・期間が多岐にわたっている。したがって、研修が効果的に行われているか

どうかを図る重要な指標として、単に教師１人当たりの研修生数を示すことは、必ずしも適切で

ないと思われたため、今回は指標として明示しなかった（ただし、ある程度、定期的に実施する

基本となるコース、例えば職業訓練コースなどは、このコースについての指標を示すことは可

能である。しかし、どのくらいの数値が望ましい状態であるのか、その基準値となるものを把握
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できなかったため、指標としてあげていない）。 

 

２－２ 主な調査項目と情報・データ収集方法 

図２－１にみられるように、投入、活動、成果、プロジェクト目標、上位目標が当初計画内容

に沿ってどの程度達成されたか、あるいは達成されつつあるかを各項目について確認した。実績

の検証と同時に実施プロセスについても、①活動の進捗状況、②モニタリング実施状況、③専門

家とＣ／Ｐとの関係、④関連機関の事業へのかかわり方、⑤相手国実施機関オーナーシップの観点

から把握するように試みた。以上の結果を基に、評価５項目による評価を行った。主な調査項目

とその結果については、付属資料６．評価グリッド調査結果表に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所：国際協力事業団企画・評価部評価監理室「実践的評価手法：JICA事業評価ガイドライン」 

国際協力出版会、2002年３月、P92に加筆  
図２－１ 調査項目関係図 

実績確認・ 
実施プロセスの把握 

評価５項目による価値判断 
及び貢献・阻害要因の分析 

上位目標 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ目標 

成果 

ｲﾝﾊﾟｸﾄ 

妥当性 

効率性 

有効性 

自立発展性 

実績の把握 
各項目の設定
指標の確認 

投入 

活動 

実施プロセス 
の把握    
    

･活動進捗状況 
･モニタリング実施状況 
･専門家とC／Pとの関係 
･関連機関の事業の関わり
方 
･相手国実施機関のオーナ
ーシップ 
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情報・データ収集の方法として、以下の４つを用いた。 

(1) プロジェクト資料レビュ一、データ作成 

(2) プロジェクト関係者へのアンケート調査 

(3) プロジェクト関係者へのインタビュー 

(4) 直接観察 

(1)においては、主に四半期報告書、都市交通人材育成センター（CEFTRU）活動報告書（1998

～2001年）、合同委員会資料などを参照し、CEFTRUの活動実績を示す客観的指標（コース開催回

数、参加者回数、時間数等）やその他情報を整理した。 

また、本プロジェクトの場合、「CEFTRU研修が効果的に行われているかどうか」「研修を受け

た人材の能力が研修によってあがったかどうか」がプロジェクト目標、上位目標であるので、こ

れらの質的な面を検証する根拠として、(2)アンケート調査、(3)インタビューに力を入れて行っ

た。 

 アンケート及びインタビュー調査対象者については表２－２にまとめたが、プロジェクトの直

接的関係者、関連機関、そして研修生についても可能な範囲でアンケート、ヒアリングを行った。 

 

表２－２ アンケート対象者と回収結果 

アンケート対象者 対象者数 回答回収数 

CEFTRUＣ／Ｐ 14名 13名 
日本人専門家（短期・長期のリーダーのみ） ５名 ５名 
交通分野関連外部機関（MOT、METRO/DF、DETRAN/DF、ANTT） ４名 ４名 
CEFTRU研修生 59名 21名 
（研修生内訳） 
a) 都市交通職業訓練コース（職業訓練コース、ゴイアニア市） 
b) 交通・運輸の基礎知識コース（延長教育コース、CEFTRU施設
内） 

 
20名 
39名 

 
11名 
10名 

 

 Ｃ／Ｐは全員を対象としたが、日本人専門家については、プロジェクト全体をみる立場にあった

短期・長期のリーダーのみを対象とし、ほぼ全員から回答を得た。関連機関については、運輸省

（MOT）などの直接的関連機関のほか、交通分野の関連公共機関について行った〔注：当初、ブ

ラジリア大学（UnB）についても直接的関連機関としてアンケート回答を依頼したが、直接評価

できる立場にはないという理由で今回は回答が得られなかった。ただし、インタビューにおいて

意見を聴取した〕。交通分野の関連外部機関については、CEFTRUに研修委託を行ったブラジリア

連邦区交通局（DETRAN/DF）、調査委託を行ったり、セミナーに参加したりしたが、研修にはま

だ参加していないブラジリア連邦区地下鉄公社（METRO/DF）、本プロジェクト立案時に関連が

あったブラジル交通計画公社（GEIPOT）が廃止され、今後新しく設立された機関との連携が望ま
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れる陸連庁（ANTT）の３か所である。 

研修生については、CEFTRU全体で合計約2,000人いるなかから、２つの研修コース a)「都市

交通職業訓練コース」、b)「交通・運輸の基礎知識コース」（JICAの技術協力分野を含む）を対象

として選んだ。選ぶ際には、JICAの技術協力関連分野の研修〔 b）については研修資金の資金援

助を行っている〕で、なるべくすべての分野を網羅しているコースを選択した。また、訓練コー

スについては２つのタイプ（職業訓練コースと延長教育コース）があり、それぞれ、CEFTRU施

設外・CEFTRU施設内で行われたものである。a)の分野については、ゴイアニア市にて、研修参

加者へ直接インタビューをするとともに、アンケートを回収した。b)については、ファックスで

回答を依頼し、受領したものである。両方とも時間的な制約があり、結果として回収率が限られ

てしまったが、評価の際の参考とした。 

 アンケート調査票は調査前に配布し、各人に対する面接前、あるいは面接時に回収した。関係

者とは可能な限り全員と面接し、回答者が質問事項に対し、正しい理解のうえで回答するよう調

整を行ったほか、回答者の説明が不明な部分も直接確認した。こうした作業で、回答の質をなる

べく上げるように心がけた。アンケート回答の確認は主にコンサルタント団員が行ったが、団長

及びその他団員も詳細な技術的観点から別途、アンケート対象主要関係者へのインタビューを行

って、双方の結果を確認した。 

 (4)の直接観察は、主に施設、機材の利用状況や状態を確認するために用いた。 

 



－9－

第３章 調査結果 
 

３－１ 都市交通計画 

計画達成度 

１．投入実績 

〈日本側〉 

長期専門家：２人 

短期専門家：12人 

機 材 供 与：ソフトウェア（交通解析、統計解析ほか）、ワークステー

ション、サーバー、シミュレーション用コンピューター

等 

Ｃ／Ｐ研修 ：３人 

〈ブラジル側〉 

Ｃ／Ｐ配置 ：６人（うち４人は他分野と兼務） 

２．活動実績 

・これまでに教材が13冊作成されている。 

・当該分野に係るセミナーは多数実施されており、これまでに「都市交

通計画に向けた地理情報システム（GIS）応用の戦略」や「道路ネット

ワークの信頼性解析」等７回実施されている。 

・2000年度には、当該分野のＣ／Ｐの技術レベルの向上等を目的として、

JICAミニ開発調査「ベレン都市圏の都市交通総合計画見直しに関する

調査」に協力している。また同年度において、ブラジル連邦特別区政

府より受託した調査研究「ブラジリア特別区の道路ネットワークにお

ける問題点とその改善に関する調査研究」を実施している。 

３．成果の達成状況 

・当該分野のＣ／Ｐは、1998年、1999年、及び2001年に本邦Ｃ／Ｐ研修を受

けている。また、交通計画の策定技法パーソントリップ（PT）調査か

ら需要予測、交通プロジェクトにかかわる経済社会分析、統計情報処

理技術、GIS、土地利用等に係る都市マスタープランと都市交通計画に

ついては、プロジェクト開始当初から長期専門家及び短期専門家より

技術移転が行われている。一部教材作成につながっていない分野もあ

るものの、Ｃ／Ｐはコースプログラムの作成を主体的に実施している。 

４．プロジェクト目標

の達成状況 

・上記のように当該分野のＣ／Ｐは、当該分野に係るコースプログラムの

作成や教材の整備等の主体となって実施する能力を有しており、今後

も当該分野の研修コースが定常的に行われる可能性は高い。ただし、

交通需要予測に関するソフトウェア・プログラムの利用状況がやや不

十分であるため、今後ニーズに合わせて活用していくことが望まれる。  
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３－２ 都市交通環境管理 

計画達成度 

１．投入実績 

〈日本側〉 

長期専門家：０人 

短期専門家：５人 

機 材 供 与：振動レベル計、周波数分析器、レベルレコーダー、騒音

計、ハイボリュームエアサンプラー、気象観測ステーシ

ョン、車検用排出ガス測定装置、ディーゼル黒煙用オパ

シメーター等 

Ｃ／Ｐ研修 ：３人 

〈ブラジル側〉 

Ｃ／Ｐ配置 ：４人（うち３人は他分野と兼務） 

２．活動実績 

・これまでに教材が５冊作成されている。 

・これまでに日本人専門家によるものも含めて合計５回のセミナーが実

施されている。特に、2002年３月にベレンで行われた国際シンポジウ

ムにおいては、「日本の交通にかかわる環境法制度とその仕組みについ

て」と題したセミナーを実施している。 

・1999年から2000年にかけて、環境省から受託した調査研究「交通の環

境への効果と安全性に関する研究」を実施した。 

・供与機材の操作及び保守管理についての技術移転を行った。 

３．成果の達成状況 

・もともと当該分野はブラジリア大学（UnB）に設置されていなかった分

野であり、当初Ｃ／Ｐの当該分野に対する基本的知識は、皆無に近かっ

たことから、研修計画を含めた初歩からの技術移転が必要であった。

その後、５名の短期専門家による技術移転を経て、環境関連機材の基

本的操作、これら測定機器を使った各種データ収集までの技術移転は、

終了している。 

・日本側が供与した当分野に係る機材の一部において、ブラジルの認定

機関である「INMETRO」の環境基準の認定を受けていないため、利用

が研究目的などに限られ、環境アセスメントなどの実用面の利用が制

限されており、十分有効に活用されていない。現在、都市交通人材育

成センター（CEFTRU）は、今年度中に認定検査を受けるべく申請中で

ある。 

４．プロジェクト目標

の達成状況 

・当該分野のＣ／Ｐについては、日本側が供与した測定機材に係る基本操

作、各種データ収集までの技術は習得しているものの、環境マネージ

メント全般の技術の向上、例えば調査計画、分析方法、環境面でのダ

メージの回避策の検討、政策策定等において、更なる技術移転が必要

とされている。  
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３－３ 道路設計 

計画達成度 

１．投入実績 

〈日本側〉 

長期専門家：０人 

短期専門家：１人 

機 材 供 与：アスファルト突き固め装置、ロサンゼルス摩擦試験装置、

土壌粒度測定装置、ダイナミック三軸試験装置ほか 

Ｃ／Ｐ研修 ：３人 

〈ブラジル側〉 

Ｃ／Ｐ配置 ：３人 

２．活動実績 

・これまでに教材が８冊作成されている。 

・2001年８月に、排水舗装に関する技術的討論及び交通技術に関するセ

ミナーでの舗装の技術について、日本人専門家によるセミナーが実施

されている。 

・供与機材の操作及び保守管理についての技術移転を行った。 

３．成果の達成状況 

・当該分野のＣ／Ｐは1999年及び2000年にＣ／Ｐ研修を受けており、その後

2001年度に派遣された短期専門家より技術移転を受けている。既に、

Ｃ／Ｐは当該分野に係るコースプログラムの作成や教材の整備等を行

っている。 

・ CEFTRUの第２棟の建設が遅延しているため、日本側が供与した当分野

に係る機材のうち、そこに設置される予定の固定式機材が利用されて

いない状態である。第２棟の建設は、もともとマスタープランに含ま

れていないものであるが、建設工事の早期完了と機材の速やかな設置

を要請したところ、2002年末までに終了する予定との回答を得ている。

なお、当該分野の機材の利用方法に係るＣ／Ｐへの技術移転については

おおむね終了している。 

４．プロジェクト目標

の達成状況 

・上記のように当該分野のＣ／Ｐは、当該分野に係るコースプログラムの

作成や教材の整備等の主体となって実施する能力を有しており、今後

も当該分野の研修コースが定常的に行われる可能性は高い。 

・上記のように、供与機材のうち固定式機材が有効活用されていないこ

とから、設置場所であるCEFTRU第２棟の早期完成と速やかな機材の設

置が求められている。  
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３－４ 公共輸送計画・運営・管理 

計画達成度 

１．投入実績 

〈日本側〉 

長期専門家：０人 

短期専門家：２人 

Ｃ／Ｐ研修 ：２人 

〈ブラジル側〉 

Ｃ／Ｐ配置 ：４人（うち２人は他分野と兼務） 

２．活動実績 

・これまでに教材が８冊作成されている。 

・1999年10月に、「バス及び地下鉄における公共輸送の計画・運営・管理」

と題して、日本人専門家によるセミナーが実施されている。 

・2001年に、パラ州政府から受託した調査研究「パラ州都市間旅客交通

に関する調査」を実施した。 

３．成果の達成状況 

・当該分野のＣ／Ｐは、1998年及び1999年に本邦Ｃ／Ｐ研修を受けており、

その後、1999年度に派遣された短期専門家より技術移転を受けている。

既に、Ｃ／Ｐは当該分野に係るコースプログラムの作成や教材の整備等

を実施している。 

４．プロジェクト目標

の達成状況 

・上記のように当該分野のＣ／Ｐは、当該分野に係るコースプログラムの

作成や教材の整備等の主体となって実施する能力を有しており、今後

も当該分野の研修コースが定常的に行われる可能性は高い。 
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３－５ 都市貨物 

計画達成度 

１．投入実績 

〈日本側〉 

長期専門家：０人 

短期専門家：２人 

Ｃ／Ｐ研修 ：１人 

〈ブラジル側〉 

Ｃ／Ｐ配置 ：３人（うち２人は他分野と兼務） 

２．活動実績 

・これまでに教材が２冊作成されている。 

・2000年10月に、「ロジスティクスと都市貨物に関するワークショップ」

と題した日本人専門家によるセミナーが実施されている。また2001年

７月には、電子物流に関するシンポジウムを開催しており、そのとき

の資料をCD-ROMで作成した。 

３．成果の達成状況 

・当該分野のＣ／Ｐは、2000年度に派遣された短期専門家より技術移転を

受けている。一方、2001年度には本邦研修も受講した。既に、Ｃ／Ｐは

当該分野に係るコースプログラムの作成や教材の整備等を実施してい

る。 

４．プロジェクト目標

の達成状況 

・上記のように当該分野のＣ／Ｐは、当該分野に係るコースプログラムの

作成や教材の整備等の主体となって実施する能力を有している。ただ

し、当該分野における研修ニーズがあまり高くなく、研修実績も他の

分野に比べて少ないことから、今後ニーズの掘り起こしが必要である。 
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第４章 評価結果 
 

４－１ 計画の達成度 

 PDMeに示された成果・目標・上位目標・スーパーゴールの達成についての詳細は、表４－１

に示すとおりである。全体的な達成度は成果、目標については「おおむね達成された」と判断さ

れる。「おおむね達成」という判断の理由は、成果(3)「必要な施設・機材がよく整っている」の

項目について、プロジェクト終了までに交通環境分野及び道路舗装関連の機材については、十分

な活用が進んでおらず、完全に達成されていないからである。ただし、この点に関しては、プロ

ジェクト外の要因があること、今後の利用計画があること、そしてプロジェクト目標全体に大き

く影響を与える箇所ではないと判断したので、計画は「ほぼ達成」とした。上位目標・スーパー

ゴールについては、指標の達成にはまだ時間がかかるが、達成されつつある方向と考えられる。 
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４－２　評価５項目の評価結果

４－２－１　妥当性

上位目標である「都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の能力が、都市交通

人材育成センター（CEFTRU）により実施される研修を通じて向上する」は、現在のブラジ

ルの開発政策と照らして妥当であると考えられる。フェルナンド・エンリケ・カルドーゾ

大統領の政権下の多年度計画（1996～1999年、2000～2003年）では、産業の近代化推進の

ための重要な政策のひとつとして、国内の交通システムの近代化をあげている。南米南部

共同市場（メルコスール）の自由貿易協定で隣国との交易発展が期待されるなか、国内交

通及び物流システムの発展は今後の経済発展の基盤となる。国内においては、相対的に交

通インフラの発達が遅れている北部、北東部、中西部においては、特に各地域の交通シス

テム計画策定・実施の必要性が高い。一方、運輸省（MOT）は交通分野の人材育成の研修

を推進しており、そのなかで本プロジェクトは北部、北東部、中西部を中心としたブラジ

ル各地の交通計画あるいは交通関連分野に従事する人材を育成する事業であることから、

実施の妥当性の高いプロジェクトと評価される。

CEFTRUは交通分野の人材育成を通じて、当該分野の質の向上を図ることを目的としてお

り、ターゲットグループであるCEFTRUのＣ／Ｐへのインタビュー、アンケート等の回答結

果から、プロジェクト目標である「都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の育

成が効果的に行えるよう、CEFTRUが整備される」は、CEFTRUのニーズに合致したものと

評価できる。研修生には交通関連分野に携わる広範囲、かつ組織の上位レベルの人材が含

まれており、今後ともプロジェクトの成果として得られた知識・技術の波及が期待される。

４－２－２　有効性

プロジェクト目標は概して達成されていると考えられる。CEFTRUはブラジルの交通分野

における人材の育成及び研究を行う重要な機関のひとつとして、施設、教員、コースプロ

グラム等、組織的に整備されていると評価できる。CEFTRUの活動は年々活発化しており、

交通分野に従事する人々の間でもその名が知られてきていることがうかがえる。

施設・組織面では、現在、CEFTRUの建物の面積は全体で1,200ｍ2、そのなかには２つの

教室（各教室の定員40～50名程度）、１講堂、３研究室、そして教員・研究者用となる部屋

が８つ（現在は短期専門家室、会議室、事務室に利用されている）、その他事務室がある（施

設の現状は図４－１参照）。終了時評価の現地調査では施設は整備されており、十分に利用

している様子であった。一方、活動に必要な機材は、一部を除いてCEFTRU施設内にそろえ

ているものの、CEFTRU第２棟の建設遅延により、道路舗装関連機材の固定式機材が据え付

けられていない。Ｃ／Ｐ数（教員）は、1998年以降12～14人で一定しており、プロジェク

ト期間中に２名ほど異動したものの、比較的定着率は高いといえる。
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図４－１ 施設内レイアウト図 

 

CEFTRUの研修コース活動状況については、需要調査に基づきコースプログラムが策定され

ており、基本的な教材は整備されている。1997年の創設以来、2001年度末までに30回にわたり

研修が実施されており、合計約2,000人の参加者を得ている。JICAの技術協力開始は1998年で

あったが、1999年以降、研修実施回数・参加人数は増加した。訓練コースは、職業訓練コース

（授業時間数360時間以上）と延長教育コース（授業時間360時間未満）のタイプに分かれる。

いずれもその時点での需要に応じ、職業訓練コースは年に１～３回ほどのペースで開催、延長

教育コースについては過去２年間、７回／年開催された。授業時間数でみると、1997～2001年

のすべてのコースの合計で5,118時間（年間平均で考えると約1,000時間）実施されており、か

なりの研修を実施したことがうかがえる。研修活動は、2002年度に入ってからも引き続き順調

に実施されている。 
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表４－２ 研修コース実施回数・参加人数 

項 目 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 合計 

実施回数（回） ０ １ ３ ３ １ ８ 職業訓練

コース 参加者数（人） ０ 23 125 100 16 264 

実施回数（回） ２ １ ３ ３ ７ 22 延長教育

コース 参加者数（人） 57 31 180 534 952 1,754 
 
出所：CEFTRU活動報告書（1998～2001年） 
注：年度を越えるコースについては、コース開始年度のみに含めている 

 

一方、中間評価調査実施時に、「地方の都市交通に携わる人材のための研修コースを、CEFTRU

施設内で実施することが重要である」ことが提言されていたが、この件については、2001年

９月においてJICAの支援により、北部、北東部、中西部地方の交通分野に従事する職員20名を

招へいしてCEFTRU内で研修を行った。さらに、2002年６月にも同様の施設内研修が実施され

る予定である。その他技術協力対象分野の範囲外ではあるが、2002年５月に、MOTの委託によ

る地方の交通分野職員を対象とした交通安全に関するセミナーが、CEFTRU施設内研修として

実施されている。 

実施されたコースを分野別にみると、全体的に分野を網羅したコースのほか、公共輸送や都

市交通計画、都市貨物に関しては特化したコースが開催された（図４―２、図４―３を参照）。

ただし、図中の「その他」については、プロジェクトの技術協力対象分野以外の研修である。

また、ブラジリア連邦区交通局（DETRAN/DF）の委託である、交通安全分野の研修（自動車

教習学校の教官・試験官用コースなど）は、複数年にわたって多数実施されたものである。い

ずれの研修においても、現在までのところは、研修希望者は基本的にほぼ全員がすべてのコー

スで受け入れられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４-２ 分野別研修実績（回数の割合） 図４-３ 分野別研修実績（参加者の割合） 
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公共輸送計画・運営・管理（９％）
都市交通計画（22％） 
都市貨物（９％） 
その他（22％） 
全分野共通（38％） 
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公共輸送計画・運営・管理（２％） 
都市交通計画（６％） 
都市貨物（６％） 
その他（71％） 
全分野共通（15％） 

出所：CEFTRU活動報告書（1998～2001年）から計算 
注：日本の技術協力対象分野以外は「その他」とした 

1997～2001年までの実績 
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セミナー・講義の開催は小規模なものもすべて含めると1999～2001年までに18回開催されて

おり、うち12回は日本人専門家が講師となっており、知識の普及に貢献した（付属資料３．ミ

ニッツANNEX VIII参照）。 

また、2002年３月にはブラジルのベレンにて、CEFTRUが主体となって〔JICA、MOT、環

境・再生可能天然資源研究院（IBAMA）、パラ州代表者の支援とともに〕「環境と統合された交

通整備に関する国際シンポジウム：アマゾン開発の道筋」が開催された。３日間にわたり、350

人の参加者を得て成功を収めた。 

 

表４―３ 講義・セミナー実施回数・参加者数 

項 目 1999年 2000年 2001年 合 計 

実施回数（回） ４ ４ ４ 12 
講 義 

参加者数（人） 130 148 86 364 

実施回数（回） ３ ０ ３ ６ 
セミナー 

参加者数（人） 200 ０ 56 356 

出所：CEFTRU活動報告書（1998～2001年） 
注：1997、1998年の実施実績はなし 

 

研究についても、これまでに交通計画や道路ネットワーク、環境への影響等をテーマとした

５つの研究が実施されている（付属資料３．ミニッツANNEX IX参照）。特に、JICAのミニ開発

調査である「ベレン都市圏の都市交通総合計画見直しに関する調査」には、本プロジェクト

のＣ／Ｐが現地コンサルタントとして、大都市圏の都市交通マスタープランづくりに参画したこ

とにより、Ｃ／Ｐの技術レベルが向上しただけでなく、新しい研修プログラムの題材として活用

が図られている。また、環境関連分野において現在着手している研究もいくつかある。ブラジ

リア大学（UnB）大学院生も研究アシスタントとして活動に参加しており、知識を深める場と

なっている。今後は機材の利用が一層進むことにより、活動が活発化し、研究室がフルに活用

されることが期待できる。 

広報活動においては、CEFTRUの目的や活動内容を明確にした展示用パネルを作成し、全国

道路学会や、JICAの他のプロジェクトが企画した国際シンポジウムなどに展示したり、研修時

に使うCEFTRUの紹介ビデオやパンフレットなどを作成している。一方、CEFTRUのホームペ

ージを開設するとともに、マスコミにも積極的な働きかけを行っている。特に、前述の国際シ

ンポジウムは、メディアによって広く報道され、ブラジル全土へ向けてのCEFTRUの知名度の

向上、及び多くの関係機関とのコネクションの確立に大きく寄与している。このことは、

CEFTRUが今後、研修事業やコンサルティング活動を展開していくうえで大きな効果をもたら
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すものと期待される（広報用資料の作成結果については、付属資料９．広報・参照資料リスト

参照）。 

 

４－２－３ 効率性 

  (1) 日本側 

 日本側の投入に関しては、そのタイミング、質、量において概して適切であった。活動

進捗状況についても目立った遅れはなかった。本プロジェクトは、技術移転対象分野が多

岐にわたっていたことから、長期専門家の投入は、チーフアドバイザー及び調整員の２名

にとどめ、その他の分野については、ブラジル側の要請に応じて短期専門家を投入した。

したがって、他のJICAの技術協力プロジェクトと比較すると、短期専門家の投入の割合が

多くなっている。 

 Ｃ／Ｐ側による日本人専門家の評価については、一部言語の障壁によるコミュニケーショ

ンの困難さや、協力内容について事前により明確にしておく必要のあった分野もみられた

が、おおむね良い評価を得ている。投入量については分野別に異なっているが、それはブ

ラジル側の需要の結果と判断される。 

 機材の活用状況については、おおむね有効活用が図られているものの、道路舗装関連、

環境関連の一部の機材が有効に活用されていない状態である。道路舗装関連機材について

は、CEFTRUの第２棟の建設が遅延しているため、そこに設置される予定の固定式機材が

利用されていない状態である。ただし、第２棟の建設は当初マスタープランに含まれてい

なかったものであり、ブラジル側の自主的な発案に基づき、実施されているものである。

現在のところ、第２棟の建設は2002年末までに終了する予定である。なお、当該分野の機

材の利用方法については、Ｃ／Ｐへの技術移転は終わっており、機材利用に関する基本的な

能力は有していることから特段問題はないと思われる。 

 環境分野の機材についても、環境関連機材がブラジルの認定機関である「INMETRO」の

環境基準の認定を受けていないため、利用が研究目的などに限られ、環境アセスメントな

どの実用面の利用が制限されており、十分有効に活用されていない。しかしながらこの問

題に関しても、CEFTRUは今年度中に認定検査を受けるべく申請中である。環境分野につ

いては、中間評価実施後にＣ／Ｐ１名とアシスタント１名が配置されており、基本的な機材

の取り扱いについては、日本人専門家からの技術移転を受けている。以上の実績より現時

点では、一部機材の有効活用を図る必要性はあるが、その重要性についてはCEFTRU側も

認識しており、必要な措置を講じつつある。 
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(2) ブラジル側 

 ブラジル側の投入については、プロジェクト実施中にＣ／Ｐの配置、研修の実施、運営費

の獲得の面でおおむねスムーズに行われた。日本人専門家によるＣ／Ｐの評価については、

おおむね質が高かった。ただし、なかにはＣ／Ｐの技術習得への意識面において、積極的な

取り組みに欠けるものもあった。しかしながら、その理由がＣ／Ｐが大学業務との兼務で多

忙であったこと、ブラジル側・日本側の双方の事情から派遣のタイミングが適切なもので

なかったことがあげられる。 

 実施上の問題点としては、前述の第２棟建設の遅れにより、固定式機材の設置・利用が

まだなされていないことである。移動式の道路舗装関連機材については利用が進んでいる

ものの、固定式の道路舗装関連機材の未利用については、道路舗装分野の活動進捗に障害

となった。この問題は中間評価時より指摘を受けていたが、建物の建設に関しては、UnB

の施設部が直接工事を実施しているもので、途中、予測されていなかった建設中のデザイ

ンの変更、資金不足、大学教職員のストライキ（2001年８～12月）で建設が滞っていた。

CEFTRU側としては、UnBへ第２棟の早期建設を要求してきており、その結果、今年末ま

でに完成する予定で現在作業を進めている。その他、研修・研究活動の進捗については、

UnBのストライキがあったり、ゴイアス州の研修コースでも職員ストライキにより現地施

設が利用できなかったりという状況もあったが、可能な範囲で対処され、活動実施に著し

く遅延をもたらす大きな影響はなかったと考えられる。 

 全体的にはプロジェクト運営に関する日本人専門家・ブラジルのＣ／Ｐの双方の関係はお

おむね良好で、十分なコミュニケーションを保ち、大きな問題はなく、比較的スムーズに

プロジェクトが実施された。 

 

４－２－４ インパクト 

徐々にではあるが、本プロジェクトによるインパクトは確実に表れている。今回の終了時評

価で研修生数名にアンケートやインタビュー調査を行ったが、この調査範囲内では、彼らは

CEFTRUの研修によって、自分の能力が向上したと評価している。Ｃ／Ｐや日本人専門家の評価

においても、研修生の能力はトレーニングを通じて向上したと判断している。各研修コースで

は、テストあるいはレポートの提出で点数をつけているが、今までのところ、入学者のほぼ９

割以上がコースを修了しており、卒業率は高い。追試などの措置があるほか、日常業務での関

心事項を学ぶコースであるので、教育を受ける側の意欲も高いと考えられる。コースでの知識

の習得はなされており、CEFTRUの研修は、研修生の能力向上へ大きく貢献していると考えら

れる。 

職業訓練コースでは約264人、延長教育コースで約1,754人の研修生が、既に研修を終了して
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いる。ただし、延長教育コース修了生の多くはブラジリアでの交通関連分野の人材であるが、

地方都市の人材も招へいして研修を実施した（CEFTRU施設内研修において約40名）。職業訓練

コースについてはブラジリア、クイアバ、ゴイアニアという中西部３都市において実施された。

ブラジル全国の都市数は5,507都市あるが、そのうち北部には449都市、北東部には1,787都市、

中西部には446都市存在している。また、人口10万人以上の都市はブラジル全体で224都市、う

ち北部14都市、北東部46都市、中西部12都市である。こうした数値からみると、少なくとも10万人

より人口が多い１都市当たり１人を研修するにしても、地方都市の人材に対する研修実施のカ

バー率はまだ低い。しかしながら、MOTの委託による研修で地方都市の職員（北部、北東部、

中西部のみならず、ブラジル全土に及ぶ）を対象とした研修が、2002年５月にCEFTRU施設内

で実施された。今後もこうした地方職員を対象にしたMOT研修は、継続的に行われる見込みが

あり、CEFTRUで研修を受けた地方都市の人材の数は徐々に多くなっていくことが期待できる。

現状では、交通開発プログラム／マスタープランの作成については、まだ各都市でほとんど作

成されていないが、各都市のマスタープランなどの策定義務については国内規定があり、計画

策定能力ある人材の育成は重要かつ需要が高いものと考えられる。また、交通分野の他機関へ

のアンケートでも、CEFTRUの研修･研究活動については、業務の改善において重要との良い評

価を得ている。以上により、まだ数は少ないものの、CEFTRUはその活動を通じて、徐々に人

材育成に貢献しつつあるといえる。 

 

４－２－５ 自立発展性 

(1) 制度的側面 

 CEFTRUは現在の活動レベルからみる限りでは、施設状況、職員数とも適切に組織され

ている。ただし、今後研修実施需要が更に高まれば、大学教授と兼任であるCEFTRUの教

員の負担が増えることになるので、状況に応じて外部の雇用あるいは職員数を増やす必要

も生じる可能性がある。現在までの教員の定着度は比較的高く、教職員のセンターに対す

るコミットメントがみられるのは良い傾向である。また、研修内容の質が確保されるよう

適宜モニタリングを行っており、必要に応じて研修生へのアンケート調査結果をフィード

バックしてコース改善を行っている。 

 一方、CEFTRUの活動に対する関連機関からの信頼度は高まりつつある。また前述のよ

うに、広報活動もホームページ、ビデオ作成等を通じて積極に行っており、他の組織との

コンタクトは今後も広がる可能性がある。今後の実施計画についても、2002～2005年まで

の研修実施計画が策定されている〔付属資料10. CEFTRU研修計画（2002～2005年）参照〕。 
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(2) 財政的側面

　CEFTRUの組織的な位置づけはUnBに属しているが、研修受託契約はUnB内にある財団

法人などを通じて行っており、運営方針決定や支出に関する権限は所長にある。現在まで

のところ、活動を実施するにあたり十分な運営資金を確保してきており、特に重大な問題

は見受けられない。これまでUnB、MOTからの財政的支援を受けてきているほか、ほとん

どの研修について、委託資金を得て実施している。研修需要は概して高く、CEFTRU自ら

も北部、北東部、中西部交通関連機関とコンタクトをとり、研修実施のニーズの把握・開

拓に努めている。また、MOTなどからの今後の委託研修も複数年にわたって見込めること

から、財政的側面では問題ないと思われる。

(3) 技術的側面

　ほとんどのＣ／Ｐは博士レベルの教授であり、海外での留学経験を有しているＣ／Ｐも

いる。したがって質が高く、研究・調査を行い、研修コースで指導するための基本的能力

はあると考えられる。研修生のアンケートにおいても、教員に対する評価は概して高か

った。Ｃ／Ｐの人材の技術レベルを考慮すると、他国の経験に基づく、より実用的な知識

の交流により、彼らの活動は一層強化されると思われる。技術面で支援が必要な部分とし

ては、交通環境関連、交通安全、交通インフラ投資の分野である。交通環境分野について

は、環境マネージメント全般技術の向上、例えば、調査計画、分析方法、環境面でのダメ

ージの回避策の検討、政策策定での能力向上が特に必要とされている。交通安全分野の研

修は現在においても需要が高いが、将来的にも更に研修需要が高まることが予測され、こ

の分野に関する知識の習得にも努力が必要となる。

４－２－６　阻害・貢献要因の総合的検証

(1) 効果発現に貢献した要因

　　　 ① 計画内容に関するもの

　プロジェクト目標の達成に貢献した要素として、プロジェクトの投入、活動、成果の

なかでのJICAによる技術協力の結果のほか、ブラジル側の投入として配置されたＣ／Ｐ

については、多くが博士レベルの教授で、なかには海外での留学経験を有している人材

もおり、概してＣ／Ｐの能力が高かったこと、そしてMOTをはじめとする関連機関から

本プロジェクトに対して十分な支援が得られたことが大きな要素としてあげられる。

　　　 ② 実施のプロセスに関するもの

　日本人専門家とＣ／Ｐ双方の関係がおおむね良好で、十分なコミュニケーションを保っ

ていたことは、本プロジェクトの目標がほぼ達成された要因のひとつとしてあげられる。
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現地の言語環境は、ポルトガル語が公用語となっているものの、Ｃ／Ｐの多くが英語にも

堪能な大学教員であったこと、更にはＣ／Ｐの何人かが日系人で、日本語についてもある

程度理解が得られたこともあげられる。 

 

(2) 問題及び問題を惹起した要因 

    ① 計画内容に関するもの 

 日本側が供与した機材のうち道路舗装関連機材については、CEFTRUの第２棟の建設

が遅延しているため、そこに設置される予定の固定式機材が利用されていない状態であ

る。また、環境分野で活用される予定であった騒音と振動に関する測定機材は、ブラジ

ルの環境基準の認定を受けておらず、利用が研究目的に限定され、環境アセスメントな

どの実用面の利用が制限されている状態である。 

    ② 実施のプロセスに関するもの 

 Ｃ／Ｐの多くがUnB大学院の教官を兼務しており、CEFTRUより1.5ｋｍ離れた大学院都

市交通専攻の建物で活動していたため、技術移転活動のなかで少なからず支障を来した

ケースも散見される。派遣期間の短い短期専門家のなかには、Ｃ／Ｐが大学院教官として

の業務に忙しく、限られた技術移転活動のなかで、時間がままならずに十分に技術移転

が図られなかった専門家もいた。 

 

４－３ 結 論 

プロジェクトの実施については、プロジェクトの目標がブラジルの開発政策と合致しており、

妥当であったと評価できる。開発政策のなかでは、国内の交通システムの近代化をあげており、

国内で相対的に交通インフラの発達が遅れているブラジル北部、北東部、中西部においては、特

に交通システム計画の策定、実施が重要視されている。こうしたなかで、これらの地域の交通計

画あるいは交通関連分野に従事する人材をターゲットグループとして、彼らの育成を目的とした

当プロジェクトの実施は、まさに時宜を得たものであった。 

一方、CEFTRUの活動内容として、研修コースについては、ニーズ調査に基づいたコースプロ

グラムの策定、基本的な教材の整備等がなされており、研修実施回数、参加人数ともプロジェク

ト開始以降年々増加傾向にある。セミナー・講義も適宜開催され、特にCEFTRUをはじめブラジ

ル側が主体となって、2002年にベレンで開催した国際シンポジウムは盛況のうちに終了し、

CEFTRUの知名度の向上に大いに貢献している。研究活動についても、JICAのミニ開発調査への

Ｃ／Ｐの参加をはじめとして、ブラジル関係機関よりいくつかの研究を受託しており、その委託費

についてはCEFTRU事業の運営資金に充当しているなど精力的な活動を行っている。これらの活

動内容からも分かるように、CEFTRUは都市交通に係る人材育成、及び研究を行う機関として十
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分整備されており、プロジェクト目標はおおむね達成されたと評価できる。 

日本・ブラジル双方の投入については時期、量とも適切なものであった。ただし、日本側が供

与した機材のうち、道路舗装関連機材、環境関連機材については、プロジェクトの外部的な要因

により十分な有効活用が図られていない状況であり、それぞれ然るべき対応策の実施が求められ

ている。 

こうした課題がいくつか残されているものの、今後も都市交通分野の研修需要は高いこと、精

力的な広報活動によりCEFTRUの知名度は向上していること、Ｃ／Ｐの基本的能力、またオーナー

シップは高く、財政的にもUnB、MOT双方から支援を受けているため、今後CEFTRUが自立発展

していく可能性は高い。 

今後のCEFTRU事業の展開としては、ポルトガル語圏をはじめ、中南米周辺諸国を含めた第三

国研修の実施が考えられる。これはもともと構想のあったものだが、コストシェアリングが導入

され、実施機関側が研修経費の30％を負担することが求められるようになったこと、またCEFTRU

設立の目的そのものが、ブラジル国内の都市交通関係者の能力向上を重要視していることなどか

ら、プロジェクト終了後、早々に第三国研修に着手する素地は整っていないのが現状である。

CEFTRUは、当面はプロジェクトの成果をブラジル国内に普及させるため、現地国内研修の実施

に重点を置き、財政面等も含め実施する素地が整った段階で、第三国研修を実施していきたいと

の意向をもっている。 
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第５章　提言と教訓

５－１　提　言

都市交通人材育成センター（CEFTRU）の活動レベルの向上のためには、特に道路舗装関連、

環境関連の機材の利用を促進することが重要である。固定式の道路舗装関連機材については、

CEFTRU第２棟の建設工事が完了したあと、可能な限り迅速に機材を設置し、利用を開始する

ことが望まれる。環境関連機材に関しては、機材の効果的利用を図るためにブラジルの政府

機関からの認定を受けることが必要である。

５－２　教　訓

プロジェクトを実施していくうえでの前提条件として、下記事項が満たされていることに

より、本プロジェクトのような比較的投入規模の小さいプロジェクトにおいても、十分な成果

が期待される。

 ① ブラジル運輸省（MOT）やブラジリア大学（UnB）のような先方関係機関の十分な支

援が見込まれること。

 ② Ｃ／Ｐの能力が高く、それぞれの分野において基本的知識をもち合わせていること。

 ③ 投入規模の小さいプロジェクトでは、チーフアドバイザーが専門分野を兼務するケース

が多いため、プロジェクトの実施においてはチーフアドバイザーのリーダーシップが十

分発揮されること。

また、本プロジェクトにおいては、公用語がポルトガル語であるにもかかわらず英語が

堪能なＣ／Ｐが多かった。しかしながら、英語以外の言語が堪能でない短期専門家を派遣する

場合は、日常の技術移転だけでなく、教材作成やセミナー開催等においても支障を来すことか

ら、現地公用語の通訳の傭上等、適宜措置を講じる必要がある。特に、教材作成やセミナーの

実施については、英語が理解できない研修生や聴衆もおり、ポルトガル語によるコミュニケー

ションが必要なことから上記の対応が求められる。また、本プロジェクトのように、技術移転

対象者が大学院の教員を兼務するような多忙なＣ／Ｐの場合、特に派遣期間の短い短期専門家

に対しては、技術移転スケジュールについても、十分留意して赴任期間を設定することが望ま

しい。

機材供与に関しては、環境関連機材がブラジルの環境基準の認定を必要としたために、技

術移転に少なからず支障を来していることから、機材選定においては、このような規格認定の

取得が必要かどうか十分確認し、現地調達も含めて広く検討することが必要である。
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１．調査日程  

日順  月日  曜日 移動及び業務 

１ ５／ 19 日  東京発19： 00（ JL048）→ 

２  ５／ 20 月  

→サンパウロ着６：35 

サンパウロ発９：00（ RG2266）→ブラジリア着10： 31 

JICAブラジル事務所打合せ 

３ ５／ 21 火  
在ブラジル日本大使館表敬、ブラジル協力事業団（ ABC）表敬、 

陸運庁（ ANTT）表敬、運輸省表敬 

４ ５／ 22 水  

ブラジリア大学（UnB）表敬 

都市交通人材育成センター（ CEFTRU）との協議、第１回合同評価委

員会 

５ ５／ 23 木  CEFTRUとの協議（Ｃ／Ｐ、専門家からのヒアリング） 

６ ５／ 24 金  
ブラジリア連邦区交通局（DETRAN/DF）表敬 

ブラジリア連邦区地下鉄公社（M ETRO /DF）表敬 

７ ５／ 25 土  ゴイアニア市視察、モニタリング調査 

８ ５／ 26 日  資料整理 

９ ５／ 27 月  
CEFTRUとの協議、第２回合同評価委員会 

（団内打合わせ） 

10 ５／ 28 火  
合同委員会 

（団内打合わせ） 

11 ５／ 29 水  

ミニッツ署名、 JICAブラジル事務所報告、在ブラジル日本大使館報告 

ブラジリア発19： 12（ RG2267）→サンパウロ着20： 45 

サンパウロ発23： 50（ RG8836）→  

12 ５／ 30 木  （ロサンゼルス経由） 

13 ５／ 31 金  東京着13： 35 
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２．主要面談者

　〈ブラジル側〉

　　(1) ブラジル協力事業団（ABC）

Mr. Marcos Lins Faustino 技術協力担当

Mr. Mariana Tavares Rezende 技術協力担当

　　(2) 運輸省（MOT）

Mr. João Henrique de Almeida Sousa 運輸大臣

Mr. Paulo Sergio de Oliveira Passos 大臣官房秘書官

Mr. Irani Dutra de Siqueira 開発局長

　　(3) 陸運庁（ANTT）

Mr. Noboru Ofugi 部　長

　　(4) ブラジリア連邦区交通局（DETRAN/DF）

Mr. José Fernandes S. do Nascimento Chief of Cabinet

Mr. Marcelo Viniciou Granja Chief of Transit Education

　　(5) ブラジリア大学（UnB）

Prof. Timothy Martin Mulholland 副学長

Prof. Érico Paulo Siegmar Weidle 財務担当評議員

　　(6) ブラジリア連邦区地下鉄公社（METRO/DF）

Mr. Pauro Victor Rada de Rezende 総　裁

Mr. Luiz Gonzaga Rodrigues Lopes 技術部長

　　(7) 都市交通人材育成センター（CEFTRU）

Prof. José Matsuo Shimoishi

Prof. Yaeko Yamashita

　〈日本側〉

　　(1) ブラジル都市交通人材開発プロジェクト

山本　幸司 チーフアドバイザー／都市交通計画

伊藤　玄一郎 業務調整員

　　(2) 日本大使館

山本　啓司 公　使

小川　博之 二等書記官

　　(3) JICAブラジル事務所

松谷　広志 所　長

大塚　和哉 所　員
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４
．
PDMの

変
遷
（
PDM1）

PDM1 
プロジェクト名：ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 
実施機関：ブラジリア大学都市交通人材育成センター 
実施機関：1998.８.１～2002.７.31 
作成時期：2001.３ 

プロジェクトの要約 
（Narrative Summary） 

指 標 
（Objectively Verifiable Indicators） 

指標の入手手段 
（Means of Verification） 

外部条件 
（Important Assumptions） 

【スーパーゴール（Super Goal）】 
ブラジルにおいて都市交通分野の計
画・管理・運営・教育が適切に行われ
る。 

 2007年～2012年（プロジェクト終了後５～10年）まで
に、CEFTRUが関与する相当数の市及び州（約30の中規
模都市と当該都市を含む州）において、効果的な交通開
発プログラムが策定され、交通に関連した教育が効果的
に実施され、更に交通関連企業のサービスが改善され
る。 

∙ 各都市交通関連部局、交通関連
企業、自動車教習所に対するア
ンケート等 
∙ 交通開発プログラム 

∙ ブラジル国政府の地方都市交通に関する政
策が現状から大幅に変化しない。 
∙ 各市及び州の交通関連部局に対する予算・人
員が維持される。 

【上位目標（Overall Goal）】 
都市交通の計画・管理・運営・教育に
携わる人材の能力が、CEFTRUにより実
施される研修を通じて向上する。 

 2005年～2007年（プロジェクト終了後３～５年）まで
に、相当数の研修生がCEFTRU実施による研修を終了す
る。（職業訓練課程Especializacaoについては600人程度、
他の種類の研修コースについても人数を示す必要あり） 

 CEFTRUの研修実績表（研修コ
ース名、研修コースの種類、開催
期間、参加者、開催地が記載され
たもの） 

∙ 研修修了者が市の交通関連部署や交通関連
企業のしかるべき部署に配属される。 
∙ 交通関連企業に対し、CEFTRU以外でも必要
な研修／訓練が実施される。 
∙ 各市、州及び交通関連企業において、研修修
了者が身につけた知識や技術を実践するた
めの最低限レベルのハードウェア（事務機器
等）が整備されている。 
∙ 憲法が各市にマスタープランの作成を義務
付ける。 

【プロジェクト目標（Project Purpose）】 
都市交通の計画・管理・運営・教育に
携わる人材の研修が効果的に行えるよ
うに、CEFTRUが整備される。 

 プロジェクト終了時（2002年）までに、 
∙ CEFTRUが研修を実施するための施設、組織、体制が
整う。 
∙ 都市交通にかかわる職業訓練課程Especializacao、その
他の種類の研修コースが定常的に行えるようになる。 

∙ CEFTRUの研修実績表 
∙ 四半期報告、両国投入実績表 
∙ 研修修了者に対する研修効果
に関するアンケート調査等 

∙ 政府機関やブラジリア大学からの財政面を
含む支援が維持される。 
∙ C/PがCEFTRUにとどまる。 
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６
．
評
価
グ
リ
ッ
ド
調
査
結
果
表

評価グリッド ５項目評価  ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 
作成年月日：2002年６月 

評価項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 調査結果 
プロジェクト目標・上位目標はブ
ラジル政府の開発政策に合致して
いるか 

∙ ブラジル政府開発計画における
運輸セクターの重要度とセクタ
ー開発における優先事項分野の
確認 
∙ 運輸省（MOT）の政策における
CEFTRUの重要度 

∙ ブラジル政府多年
度開発計画 
∙ MOT等の事業計画
事業報告書 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート調査 
∙ インタビュー 

フェルナンド・エンリケ・カルドーゾ大統領のブラジ
ル多年度開発計画では、産業の近代化のための国家交
通システムの開発の重要性が述べられている。運輸省
は交通分野人材の研修実施を推進している。 

ターゲットグループのニーズに合
致しているか 

∙ CEFTRUのカウンターパートの援
助に対する評価・満足度 

∙ 中間評価報告書 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ CEFTRU年報 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート調査 
∙ インタビュー 

多くのカウンターパートがプロジェクトは彼らのニー
ズにあっていたと回答した。日本人専門家もまた、プ
ロジェクトはカウンターパートのニーズに一致してい
たと回答した。 

妥当性 

ターゲットグループ以外の波及効
果は期待できるか 

∙ CEFTRUの研修生の範囲 
∙ 外部研修生の受け入れ実績 

∙ 四半期報告書 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ CEFTRU年報 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート調査 
∙ インタビュー 

CEFTRUの実施した研修、セミナー、講義の参加者は
広範で波及効果はあった。 

有効性 

CEFTRUの施設・組織体制は、目
的に沿って研修を効果的に行うた
めに十分であるか 

∙ CEFTRU施設の利用状況やコース
内容からみた研修目的に対する
充足度 
∙ 研修目的に対する組織体制の適
切さ 
∙ 研修生の施設・組織体制に対す
る評価 

∙ 四半期報告書 
∙ 中間評価報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 研修生 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート調査 
∙ インタビュー 

以下の理由でCEFTRUの設備・組織は研修コースを実
施するためにすでによく整備されている。 
∙ CEFTRUの設備はコースを実施するのに十分整備さ
れている。現在の建物は面積1,200㎡、２教室（40-
50名の生徒用）、１講堂、３研究室、８つの教員／
研究員室、その他事務室がそろっている。また、活
動に必要な機材はおおむねそろえられた。 
∙ 各分野の教員数は各コースを目的に沿って実施する
うえでおおむね適切である。必要あれば、CEFTRU
は外部から教員を雇用している。 
∙ 研修支援、経理事務のための職員も数名配置されて
いる。 
∙ 施設・設備を利用して、既に研修（23コース、約
2,000人の参加者）、セミナーと講義（15回ほど）そ
して研究(５)の実施経験の蓄積がある。 
∙ 日本人専門家とカウンターパートへのアンケートイ
ンタビュー調査では、多く人が研修活動に必要な設
備・機材はよく整備された、と考えている。 
 
一方、機材の利用状況については、道路舗装、交通環
境関連機材の中には部分的には利用されていないもの
もある。CEFTRUの第二棟の建設の遅れにより、固定
式道路舗装関連機材が設置されておらず、利用されて
いない。 交通環境関連分野の機材の十分な利用を図
るには（公的な環境アセスメント実施のための利
用）、ブラジルの認定機関である「INMETRO」から認
定を取得する必要がある。ただし、この分野の担当官
は機材運用方法の基礎は学んだ。 
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評価グリッド ５項目評価  ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 
作成年月日：2002年６月 

評価項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 調査結果 
CEFTRUでの研修プログラム内容
は目的に対して十分で効果的なも
のであるか 

∙ 研修目的に対するコースの組み
立て、研修教材・内容、教授陣
の配置・専門性の適切性 
∙ 研修生によるコース内容に対す
る評価・満足度 

∙ 四半期報告書 
∙ 中間評価報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 研修生 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート調査 
∙ インタビュー 

コースプログラムの内容は以下の事実から概ね適切で
あると考える。 
∙ プログラム概要、教材はすでに準備されている。 
∙ インタビューー、アンケート調査から研修生のコー
スへの評価は比較的よい。 
∙ コース内容の質の向上のため、コースに関する研修
生の意見のフィードバックが行われている。 

カウンターパート（＝CEFTRU教
授）はプロジェクトを通じて研究
開発・指導能力が向上したか 

∙ CEFTRU教授の指導内容の適正度 
∙ 日本人専門家、研修生、外部関
係機関による教授への評価 
∙ 教授自身の自己評価 

∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 関連機関 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート調査 
∙ インタビュー 

日本人専門家とカウンターパートへのインタビュー、
アンケートの結果からは、日本人専門家とカウンター
パートとの交流があった分野については知識習得・能
力向上の良い効果があったと考えられる。 

有効性 

プロジェクトの成果以外に目標達
成に影響を与えた要因があったか 

∙ 促進要因 
∙ 阻害要因 

∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 関連機関 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート調査 
∙ インタビュー 

∙ プロジェクト以前より、カウンターパートの質が高
かった。 
∙ 運輸省など交通分野の他機関からの支援・援助が十
分であった。 

効率性 

投入された資源量に見合った成果
が達成されているか 

①成果の達成の適正度 
②投入（人、資機材、資金等）の内容
の適正度あるいは活用度 

③投入のタイミングの適正度 
④投入規模・質は適切であるといえる
か（他の類似案件との比較などで） 

⑤より早く実施できる手段は他になか
ったか 

⑥外部条件の影響があるか 

∙ 四半期報告書、他
プロジェェクト関
連資料 
 ①～③ 
 （事業計画書と実

績の比較） 
∙ 日本人専門家 
 ①～⑥ 
∙ カウンターパート 
 ①～⑥ 
∙ 現地調査② 

∙ 資料レビュー 
 ①～⑥ 
∙ アンケート調査 
 ①～⑥ 
∙ インタビュー 
 ①～⑥ 
∙ 直接観察② 

プロジェクトの投入についは、一部の道路舗装関連機
材などの他は成果に変換された。 
 
∙ 日本側 
タイミング、質、量の投入は概して適切であった。本
プロジェクトは平均的なJICA技術協力と比較して小規
模であり、長期専門家の数が限られている一方、必要
性に沿って、短期専門家派遣が頻繁になされているな
どのいくつかの特徴がある。これらは現状に合わせて
行われた。 
 
∙ ブラジル側 
∙ カウンターパートの配置や運営費用の支出について
はなされた。 
∙ 第二棟の建設の遅れは、そこに設置される予定の道
路舗装関連機材を利用する活動を阻害した。 
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評価グリッド ５項目評価  ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 

作成年月日：2002年６月 
評価項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 調査結果 

CEFTRUで研修を受けた研修生数
は、国内（特に中西部・北部）で
各分野の研修が必要とされる推定
人数に対してどれくらいか（カバ
ー率など） 

∙ 職業訓練課程コースの研修修了
者数とこの訓練課程コースが必
要とされる人数の推測数 
∙ 上記以外のCEFTRU研修受講者数
（及び各コースについて推定さ
れる研修を必要とする人数） 

∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 政府統計 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート 
∙ インタビュー 

∙ 職業訓練コース（ESPECIALIZACAO）を修了した研
修生数は約200名。 
∙ 延長教育コースを修了した研修生の人数は、約1,800
人。 
∙ 地方都市での実施コースはまだ中西部の都市におい
て３か所。地方都市職員のCEFTRU内研修は約40名
ほど。 
∙ ブラジルの都市数は5,507（約2,700都市が中西部
（446）、北部（449）、北東部（1,787）に）。 

CEFTRUで研修をうけた研修生の
能力が向上したか 

∙ 職業訓練課程コースその他の研
修修了生自己評価(研修で習得し
たことの職務への適用例も含
む） 
∙ CEFTRU教授、日本人専門家によ
る評価 
∙ 研修生の職場上司等の研修生に
対する評価 

∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 研修生 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート 
∙ インタビュー 

∙ カウンターパート、日本人専門家のインタビューあ
るいはアンケートでは、研修生の能力は研修コース
を通じて改善した、と判断されている。 
∙ ほとんどの研修生がコース修了の証書を獲得してい
る。 
∙ 調査対象範囲内では多くの研修生が、研修で彼らの
能力は向上し、学んだことを仕事にも適用したと回
答している。 

CEFTRUの情報・研究は外部機関
に充分に活用されているか 

∙ 委託調査元、協同研究相手の
CEFTRU研究調査結果の評価とそ
の情報の活用度 
∙ 研修生のCEFTRUで得た知識・情
報の活用度 

∙ CEFTRU年報 
∙ 研修生 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 関連外部機関 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート 
∙ インタビュー 

∙ 外部機関へのインタビュー、アンケートの結果は、
CEFTRUの情報、研究に対して良い評価である。 

インパクト 

その他、今までにブラジル社会に
おける波及効果はあるか 
（プラス、マイナス両面において） 

∙ 外部機関のその他CEFTRU活動の
影響 

∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 外部機関 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート 
∙ インタビュー 

∙ 交通分野に従事する職員の間での勉強の必要性に関
する認識の高まり 

政策支援の継続（見込み） ∙ ブラジル中,長期開発計画におけ
る本事業の位置付け 
∙ 運輸省・ブラジリア大学の活動
計画における本事業の重要度 

∙ ブラジル政府の開
発計画 
∙ 運輸省、ブラジリ
ア大学活動計画 

∙ 資料レビュー 
∙ アンケート 
∙ インタビュー 

∙ 運輸省は地方政府で交通分野に従事する職員のため
の研修コースをCEFTRUに委託して実施する計画を
持っている。 

自立発展性 
CEFTRUは運営のための組織能力
があるか 

∙ 人員配置の適正度 
∙ カウンターパートの離職率 
∙ 事業計画策定と実施状況 
∙ 業務のモニタリング機能の有無
や意思決定の仕組みの適切さ 

∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 

∙ 資料レビュー 
∙ インタビュー 
∙ アンケート 

∙ CEFTRUには既に基本的な研修コースを実施できる
職員数と設備がある。 
∙ 各カウンターパートの配置は適切である。 
∙ プロジェクト実施期間にCEFTRUを去ったカウンタ
ーパートは２名のみで、今のところ離職率は低い。 
∙ コースを改善するために、研修生へのアンケートで
モニタリングを行っている。 
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評価グリッド ５項目評価  ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 

作成年月日：2002年６月 
評価項目 調査項目 必要な情報・データ 情報源 調査方法 調査結果 

CEFTRUの運営のために十分な予
算手当ての見込みがあるか 

∙ 予算確保、財政支援の継続性 
∙ 運営計画の策定・実施状況 

∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 

∙ 資料レビュー 
∙ インタビュー 
∙ アンケート 

∙ CEFTRUは現在まで運輸省やブラジリア大学から資
金的支援を受けており、将来的にも受ける見込みあ
り。資金的には持続性があると考えられる。しかし
ながら、国内の経済状況がCEFTRUの活動に影響を
与えうることも留意すべきである。 

CEFTRUではどの程度日本側で協
力した技術が定着したか 

∙ 研究・研修技術のカウンターパ
ートへの定着状況 
∙ 資機材の維持管理の適切さ 

∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 

∙ 資料レビュー 
∙ インタビュー 
∙ アンケート 

∙ 基本的にカウンターパートは、CEFTRUの活動に対
する技術、専門知識を持っている。他国の経験に基
づく知識を得ることが更に彼らの活動を強化する。
交通環境分野では、活動をさらに活発化させるため
には、包括的環境マネージメントに関連する外から
の支援も必要とみられる。 

機材は適切に運営・維持管理され
ているか 

∙ 機材の現状 
∙ 機材の運営・維持管理の適切さ 

∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 

∙ 資料レビュー 
∙ インタビュー 
∙ アンケート 
∙ 直接観察 

∙ CEFTRUの職員へのインタビューや実地調査におい
ては、機材は適切に維持管理されている。 

ブラジルにおいて都市交通分野研
修についてのCEFTRUの役割はど
れほど重要であるか 

∙ 外部機関のCEFTRUに対する評価
と今後の協力支援の可能性 

∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 関連機関 

∙ 資料レビュー 
∙ インタビュー 
∙ アンケート 

∙ 交通分野での専門家を育成すると同時に研修を行う
数少ない機関として、国内で重要な役割を担ってき
ている。 

自立発展性 

その他 ∙ 自立発展の阻害要因があるか ∙ 四半期報告書 
∙ CEFTRU年報 
∙ 日本人専門家 
∙ カウンターパート 
∙ 関連機関 

∙ 資料レビュー 
∙ インタビュー 
∙ アンケート 

∙ 特段なし。 
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７．アンケート結果

カウンターパート、日本人専門家、運輸省による評価

1. 妥当性

2. 有効性

Q1-1Q1-1Q1-1Q1-1 : このプロジェクト目標（上位目標、スーパーゴールも含め

て）と内容はCEFTRUのニーズやブラジル政府政策に合っていた
と判断されますか？　（N=19)

89%

11%
0%　（合ってい
なかった)

合っていた

部分的に合っていた

合っていなかった

Q2-2Q2-2Q2-2Q2-2 : プロジェクトの技術に満足していますか？
　　　　 (N=14、カウンターパートのみ)

14%

0% （満足して

いない)
0% （部分的に

満足している)

86%

十分満足している

満足している

部分的に満足してい
る

満足していない

Q2-1Q2-1Q2-1Q2-1 : 本事業の目標（CEFTRUのプロジェクト目標達成に対

する評価）はどうであるとお考えですか？ (N=19)

53%
47%

0%　（低い達成

度である)

高い達成度である｡
（計画の90%より高い達成度である｡）

中程度の
（計画の70～90%達成できた｡）

低い達成度である｡
（計画の70%未満しか達成できなかった｡）

―85―
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Q2-2-1Q2-2-1Q2-2-1Q2-2-1 : 2-2の回答理由を挙げてください。
　　　　　　（複数回答可)

29%

24%
21%

26%
機材供与

セミナー

日本人専門家による支援

日本でのトレーニング

Q2-3Q2-3Q2-3Q2-3 : 研修に必要な施設や機材はよく整備されたと思
われますか？(N=18)

56%

44%

0% （部分的に) 0% （いいえ)

とても

はい

部分的に

いいえ

Q2-4Q2-4Q2-4Q2-4 : CEFTRUは組織、人員、財務面において適切に運営さ
れていると思われますか？(N=18)

72%

28%

0% （いいえ)

はい

部分的に

いいえ
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Q2-5Q2-5Q2-5Q2-5 : プロジェクトで支援された研修プログラムは研修生の

要望と合っていると思われますか？（N=18)

89%

11% 0% （いいえ)

はい

部分的に

いいえ

Q2-6Q2-6Q2-6Q2-6 :  研修プログラムは教員の数・質においてよく整備され

ていると思われますか？

89%

11%
0% （いいえ)

はい

部分的に

いいえ

Q2-7Q2-7Q2-7Q2-7 : プロジェクトによって教員の研修開発や指導能力は
向上したと思われますか？

61%

39%

0% （いいえ)

はい

部分的に

いいえ
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3. 効率性
QQQQ3-13-13-13-1：それぞれの項目について範囲（内容・質・量）、期間、タイミングは適切でしたか？

質問項目 はい 部分的に いいえ
どちらとも
いえない N＝

(1)機材の供給 14 4 0 1 19

(2)日本人専門家のカウンターパートへの

指導・支援
11 6 1 1 19

(3)カウンターパートの日本での訓練 15 4 0 0 19

(4)セミナーやシンポジウム 12 5 0 2 19

(5)カウンターパートの配置 12 5 0 2 19

(6)プロジェクトに必要な施設、機材その他 7 10 0 2 19

(7)ローカルコストの支出 9 5 0 5 19

QQQQ3-23-23-23-2：カウンターパート（日本人専門家）の能力・姿勢をどう評価しますか？

大変良い 良い
あまり
良くない

悪い N＝

カウンターパートに対する

日本人専門家の意見
5 7 0 0 12

日本人専門家に対する

カウンターパートの意見
2 3 0 0 5

Q2-8Q2-8Q2-8Q2-8 : JICAプロジェクト支援の他に、プロジェクト目標達成に貢
献した他の要素がありますか？（他の機関による支援など）
（N=19)

63%

37%
はい

いいえ
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4. インパクト

Q3-4Q3-4Q3-4Q3-4 : プロジェクトのモニタリングの体制についてどう思いま
すか？（合同委員会によるもの等）（N=18 )

61%17%

22%

適当

強化すべき

コメントできない

Q4-1Q4-1Q4-1Q4-1 : 現時点において、上位目標（都市交通の計画・管理・
運営・教育に携わる人材の能力がCEFTRUにより実施される
研修を通じて向上する)に関連するインパクトが見られます
か？（N=19)

52%

32%

16%

0% （あまり見ら
れない)

非常に見られる

部分的に見られる

あまり見られない

コメント不可

Q3-3Q3-3Q3-3Q3-3 : プロジェクト実施における日本人専門家とカウンター

パートの関係はどうですか？（N=18)

56%

44%

0% （良くない)

良好

普通

良くない

―89―
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5. 自立発展性
Q5-1：CEFTRUはプロジェクトが終了した後、以下に挙げる点について自立発展性があるとお考えですか？

質問項目 はい 部分的に いいえ
どちらとも
いえない N＝

(1)機材・施設の運営管理 13 6 0 0 19

(2)研修プログラムの計画・実施 17 2 0 0 19

(3)研究開発 16 3 0 0 19

(4)財務的能力 11 7 0 1 19

(5)人事管理 13 5 0 1 19

(6)ブラジル政府による政策支援 10 7 0 2 19

Q4-2Q4-2Q4-2Q4-2 :  このプロジェクトは、スーパーゴール（ブラジルにおいて
都市交通分野の計画・管理・運営・教育が適切に行われる）に
貢献しつつあるとお考えですか？（N=19)

53%
47%

0% （コメント不
可)

0%（あまり貢献
していない)

非常に貢献

部分的に貢献

あまり貢献していない

コメント不可

Q4-3Q4-3Q4-3Q4-3 : その他にプラスの、またはマイナスのインパクトがあ
りますか？（＝間接効果/波及効果）（N=11)

36%

64%

はい

いいえ

―90―
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Q5-2Q5-2Q5-2Q5-2 : 今の段階でCEFTRUの運営を妨げるかもしれな
い重大な問題がありますか？(N=18)

33%

67%

はい

いいえ



－92－

 

研修生によるCEFTRUコースの評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1:研修プログラムはあなたの需要に合っていましたか？
（N=21）

76%

24%

0% （いいえ）

はい

部分的に

いいえ

2:あなたは研修コースに満足していますか（しましたか）？

（N=21）

48%

52%

0% （満足して

いない）

0% （満足度は

低い）

とても満足している

満足している

満足度は低い

満足していない

2-1 : 2の回答に関連する事項を選んで下さい。(複数回答）

26%

24%
16%

31%

3%
トレーニングプログラム
の概要

教材の質

研修機材

教員の質

その他
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3: トレーニングを通じてあなたの能力は向上しましたか？

（N=20）

90%

10%
0% （いいえ）

はい

部分的に

いいえ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4: こ の 研 修 で 得 た 知 識 を 業 務
定 で す か） ？

90%

10%

は

い @
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ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 
アンケート回答理由（カウンターパート・日本人専門家・運輸省） 

 
1111----1111----1111：この：この：この：このプロジェクト目標と内容はプロジェクト目標と内容はプロジェクト目標と内容はプロジェクト目標と内容はCEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUのニーズやブラジル政府政策に合っていたと判断されますか？のニーズやブラジル政府政策に合っていたと判断されますか？のニーズやブラジル政府政策に合っていたと判断されますか？のニーズやブラジル政府政策に合っていたと判断されますか？ 

その具体的な理由があれば記述してください｡その具体的な理由があれば記述してください｡その具体的な理由があれば記述してください｡その具体的な理由があれば記述してください｡ 

合っていた 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ プロジェクトの目的と範囲は、ブラジル政府の必要性にかなっていると思いますが、当分野に対する政府の政策は積
極的に取り組むために必要な明確さに欠けていると思います。 

・ 公共交通関係機関が衰えた後、交通分野の人材育成が困難となっているのでCEFTRUの重要性は高い。 
・ CEFTRUの目的、範囲とも、人材の能力向上を通じた交通分野の質の向上を図るというブラジル政府のニーズにかな
っています。この分野に対する政府の政策は十分明確にはなっていないが、運輸省がCEFTRUに対して行っている支
援、また廃止された政府機関GEIPOTの過去のイニシアティブをみると、交通分野に関する政府の政策は人材の技術
的能力向上に重点をおいていることがわかります。 

・ プロジェクトの目的は賞賛すべきものであり、国の経済開発の根本的分野に対応しています。交通分野に従事するプ
ロフェッショナルの有効的なトレーニングは必ず当分野のより良いプロジェクト、より良い管理に繋がり、ローカル、
地域、そして全国の経済に重要なインパクトをもたらすでしょう。 

・ 本プロジェクトの初期に説明したようにブラジルの道路交通システムの計画とインフラストラクチャーに関する問
題を解決するため大学と研究センターが合同で努力する必要があります。現代技術を吸収できる人材をより多く育成
し近代的交通システムの開発に応用すると共に、現在設置されているシステムを最適化して、現在のニーズに対応す
ることが必要です。そのために本プロジェクトは有意義なイニシアティブでした。 

・ 本プロジェクトはブラジルのニーズにマッチしており、交通分野で展開されているコースやプロジェクトの例でわか
るとおり、その貢献は有効かつ妥当であり、即時的なインパクトがあります。少なくとも部分的にはブラジリア大学
の支援を受けており、従って自立発展性があると信じます。 

 日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 
・ 全般的には政策目的に符合していたと考えるが、研修について、初級あるいは職業訓練的な色彩の強いものと、本来

CEFTRUが目指すべき上級あるいは幹部養成的な色彩の強いものとが存在することに注意する必要がある。プロジェ
クト目標にはこれらの違いが明確には表されていない。 

部分的に合っていた 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ 状況は進展しており、国内及び国際情勢の変化に応じた科学技術開発、規制改革問題の重要度の高まり、インフラ整
備に関する創造的な資金調達法など新たな課題が浮上してきている。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 全体的には、ほぼ満足のいく目標であったと思う。時間的な面で、すぐ有用性のあるものを期待しているのに対し、
プロジェクトは、より長期的な部分にターゲットがあったと感じた。 

 
2222----8888----1111：：：：JICAJICAJICAJICAプロジェクト支援の他に、プロジプロジェクト支援の他に、プロジプロジェクト支援の他に、プロジプロジェクト支援の他に、プロジェクト目標達成に貢献した他の要素がありますか？その要素を説明してェクト目標達成に貢献した他の要素がありますか？その要素を説明してェクト目標達成に貢献した他の要素がありますか？その要素を説明してェクト目標達成に貢献した他の要素がありますか？その要素を説明して 

ください｡ください｡ください｡ください｡ 

はい 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ プロジェクトの成功に寄与した要因は、センターのすべての活動に対するCEFTRUのスタッフ全員の努力です。 
・ ネットワーク及びコンサルタントを活用した研究プロジェクト、またはプログラム外の範囲で実施された博士号取得
後のステップ等も参加者の能力育成に貢献しました。 

・ 日本人専門家とブラジルチーム間のより活発な交流と付き合い。 
・ CEFTRUとブラジルの他機関との接触。 
・ JICA以外の協力や活動が重要です。運輸省、航空技術院など。 
・ DETRAN-DF等の交通管理機関にCEFTRUのポテンシャルが認識されたことで、交通心理試験官の研修、コンダクタ
ー養成センターに従事する技術陣の研修などに実施が可能になりました。またCEFTRUとCEFET-GO、IEL-MT、
INFRAERO等の機関とパートナーシップを結んだことにより良い成果を上げた職業訓練コースの実施が可能になり
ました。 

・ 参加者同士の交流が活動の成功にたいへん重要でした。 
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日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 
・ このプロジェクトを契機に名古屋工業大学とブラジリア大学が大学間学術交流協定を締結し、都市交通分野からの留

学生（文部科学省奨学金留学生、AIEJ短期留学生、JICA長期研修員）を受け入れています。いずれCEFTRUの活動に
反映されると思います。 

・ 伯国運輸省・環境省による経済的な支援は大きかったと考える。また運輸省はCEFTRUにおける職業訓練的な研修に
ついて、事務員、講師等の派遣を実施しており、これがCEFTRUの経常的な運営の原資となっている。 

・ UnBとブラジル運輸省。 
・ 大学をはじめ、政府機関等が積極的に研修プログラムを支援したこと。 
運輸省運輸省運輸省運輸省 

・公共交通、環境、ヴァリューエンジニアリングに関係する機関とのパートナーシップ。 
 
3333----1111----1111：それぞれの項目について範囲（内容・質・量）、期間、タイミングは適切でしたか？：それぞれの項目について範囲（内容・質・量）、期間、タイミングは適切でしたか？：それぞれの項目について範囲（内容・質・量）、期間、タイミングは適切でしたか？：それぞれの項目について範囲（内容・質・量）、期間、タイミングは適切でしたか？    (1)(1)(1)(1)機材の供給機材の供給機材の供給機材の供給    

(2)(2)(2)(2)日本人専門家のカウンターパートへの指導・支援日本人専門家のカウンターパートへの指導・支援日本人専門家のカウンターパートへの指導・支援日本人専門家のカウンターパートへの指導・支援    (3)(3)(3)(3)カウンターパートの日本での訓練カウンターパートの日本での訓練カウンターパートの日本での訓練カウンターパートの日本での訓練    
(4)(4)(4)(4)セミナーやシンポジウムセミナーやシンポジウムセミナーやシンポジウムセミナーやシンポジウム    (5)(5)(5)(5)カウンターパートの配置カウンターパートの配置カウンターパートの配置カウンターパートの配置    (6)(6)(6)(6)プロジェクトに必要な施設、機材その他プロジェクトに必要な施設、機材その他プロジェクトに必要な施設、機材その他プロジェクトに必要な施設、機材その他    
(7)(7)(7)(7)ローカルコストの支出ローカルコストの支出ローカルコストの支出ローカルコストの支出    

カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 
(1) はい 研究所の建設が遅れました。日本側は機材購入の手配にたいへん努力されました。 
(2) 部分的に 短期専門家の皆さんがCEFTRUに滞在する期間はブラジル側カウンターパートとの交流、とりわけパー

トナーシップによる活動を展開するには十分ではありませんでした。 
(3) 部分的に 研修には不活発なステージがありました。日本での研修期間は妥当であり、JICAのサポートは最高でし

た。しかし研修訪問の回数が多く、訪問先の日本人専門家と議論することができませんでした。 
(4) はい 日本人専門家がCEFTRUで行ったセミナーはすべて興味深く有用でした。 
(5) はい ブラジル側カウンターパートは全員CEFTRUのプロジェクトが成功するよう努力しました。 
(6) 部分的に CEFTRUの経営陣の努力にもかかわらず、研究室設置のための建築（特に道路舗装に関するもの）は予

定された期限内に完成することができませんでした。 
(7) 部分的に 全体コストの供給、特に物理的インフラストラクチャーに関するものは予定通りには行われませんでし

た 
 (1)～(7)共通 
・ 道路舗装研究室に関しては機材を設置する予定であるCEFTRUの付属ビルの建設及び資金面のスケジュールが遅れ

ています。この問題は解決されつつあるが機材によっては設置し使用を開始する前に保証期間が過ぎてしまうことが
予想されます。 

・ 私の理解では最大の問題は研究室の建築の遅れだと思います。これが完成すれば研修コースの効率性、有効性、妥当
性に貢献します。 

 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

(1) はい 当初の計画通り進められたほか、中間評価を受けて広報用の資材も投入した。本来そのはず（適切なはず）
でしたが，結果的には第２棟の遅れが災いしました。 

(2) 部分的に 供与機材の有効利用について。特にブラジル側の施設整備が大幅に遅れたこと（予算関係の問題）。 
(3) 部分的に 供与機材の管理体制について。供与資材の活用方法を指導するという順序関係が必ずしもうまくいかな

かった。先方の休暇との調整が非常に難しかった。カウンターパートの積極性に格差があったこと。 
(4) はい C/Pの勤務体制について。 
(5) 部分的に 供与資材の活用方法を指導するという順序関係が必ずしもうまくいかなかった。 
(6) はい 広報面での効果が大きかった。 
(7) 部分的に 人事異動による交替が余儀なくされた。機材を具体的に扱える若手が不足していた。C/Pの枠として

CEFTRU教官だけでなく、運輸省の技官などを含めて考えるという方法もあったのではないだろうか。少ないこと
は否めません。 

(8) 部分的に 研究ニーズの過小評価から第二棟が必要となり、結果として一部の機材の据え付けができない状況にあ
った。第２棟の遅れ。 

(9) はい 雇用がもっと増やせるならばもちろんよいですが。 
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3333----2222----1111：カウンターパート（日本人専門家）の能力・姿勢をどう評価されますか？その具体的な理由があればコメント：カウンターパート（日本人専門家）の能力・姿勢をどう評価されますか？その具体的な理由があればコメント：カウンターパート（日本人専門家）の能力・姿勢をどう評価されますか？その具体的な理由があればコメント：カウンターパート（日本人専門家）の能力・姿勢をどう評価されますか？その具体的な理由があればコメント 
してください｡してください｡してください｡してください｡ 

大変良い 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ 実施された研修において良い交流があったと思いますが、同僚たちの経験から、もっと時間があればさらに有効だっ
たと思います。全体的な意見としては、交流によって経験と知識が深まり、参加者等の技術的期待を満足させる事が
できたということです。 

・ 仕事に関する集中力、関心、献身について。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 目的別に行動している。 
良い 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ 日本人専門家とブラジル人専門家間の情報交換の妨げとなるのは「言葉」だと思います。 
・ 日本から派遣された専門家は全員経験豊富で高い能力を有しています。しかし専門家によっては英語によるコミュニ

ケーションに困難を感じ、指導に困難をきたしました。その反面、ブラジル側カウンターパートと具体的な技術交流
の実施について事前に定められていれば日本人専門家の活動がより有効に実施されたと思います。 

 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ MTUにおける本来業務との関連で、C/Pへの負担が大きい。UnB関係者だけでなく研修講師の確保について、人的ネ
ットワークを形成して欲しい。 

・ 能力的には問題はないと思うが、教授陣は忙しすぎて余裕がないように見えた。日本研修の成果や供与機材の活用、
派遣専門家からの技術移転の成果を積極的にまとめ、教材として生かそうというアグレッシブな姿勢が若干弱いので
はないかと感じたが、これも時間的に余裕がないことの現れであったような気がする。研究活動や研修の企画・準備
作業に専念できる若手の人材がもっと含まれているべきである。 

・ 能力は高いと評価できるが、大学での本職とのかねあいで、積極性に欠ける部分がやや見られた。 
チェックなし 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 能力はあるが、対応・姿勢に意欲・誠意がみられない時あり。その理由は派遣のタイミング、目的（要望）に合った
専門家の派遣に困難があるため。 

 
3333----3333----1111：プロジェクト実施における日本人専門家とカウンターパートの関係はどうですか？その理由を述べてください｡：プロジェクト実施における日本人専門家とカウンターパートの関係はどうですか？その理由を述べてください｡：プロジェクト実施における日本人専門家とカウンターパートの関係はどうですか？その理由を述べてください｡：プロジェクト実施における日本人専門家とカウンターパートの関係はどうですか？その理由を述べてください｡ 

良好  
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ おおよそ良好であり、コンタクトが十分とれていたと思う。 
普通 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ やはり言語の壁が大きく、C/Pの中でも、日本人専門家との接触が日本語や英語が堪能な一部のC/Pを通じて行われ
る形になってしまった。結果として、C/P全体への拡がりが感じられなかったのは残念である。これについてはe-mail

等を用いて情報伝達を行っていけば改善できると思われる。 
・ 他のプロ技がどうかわからないので。 
チェックなし 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 人と時期によって、良好な場合と良くない場合がある。 
 
3333----4444----1111：プロジェクトのモニタリングの体制についてどう思いますか？“強化すべき”と回答した場合、改善するのに：プロジェクトのモニタリングの体制についてどう思いますか？“強化すべき”と回答した場合、改善するのに：プロジェクトのモニタリングの体制についてどう思いますか？“強化すべき”と回答した場合、改善するのに：プロジェクトのモニタリングの体制についてどう思いますか？“強化すべき”と回答した場合、改善するのに 

どうすべきとお考えですか？どうすべきとお考えですか？どうすべきとお考えですか？どうすべきとお考えですか？ 

強化すべき 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ CEFTRUの活動とプロジェクトに対する（合同委員会の）より深いかかわりと討論。 
・ 業務に関するカウンターパートによる報告書作成 
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日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 
・ 国内委員会が年１回は少ないのではないかと（今となって）思う。 
コメントできない 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ プロジェクトそのもののモニタリングは運営指導調達のみであったが、それもモニタリングといえるかどうか。モニ
タリングを強化することには積極的な賛成はできない。 

チェックなし 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 効果的なモニタリングを模索すべきであるが、「強化」ということには相手側の現状を見失うおそれがある。 
 
4444----1111----1111：：：：現時点において、上位目標「都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の能力が現時点において、上位目標「都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の能力が現時点において、上位目標「都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の能力が現時点において、上位目標「都市交通の計画・管理・運営・教育に携わる人材の能力がCEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUにより実施により実施により実施により実施 

されされされされる研修を通じて向上する」に関連するインパクトがみられますか？具体的な理由を挙げながらその理由をる研修を通じて向上する」に関連するインパクトがみられますか？具体的な理由を挙げながらその理由をる研修を通じて向上する」に関連するインパクトがみられますか？具体的な理由を挙げながらその理由をる研修を通じて向上する」に関連するインパクトがみられますか？具体的な理由を挙げながらその理由を 
記述してください｡記述してください｡記述してください｡記述してください｡ 

非常に見られる 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ プロジェクトに数多くの人々のかかわりがあり、機材供与、研修コース、講義、技術者同士の交流などを通じてプロ
ジェクトに関わる人々のレベルアップを図ることができました。 

・ GIS及び環境の専門家の派遣はたいへん有意義であり、特に現在まで継続してコンタクトを保っていることが重要で
す。 

・ 研修コースで得られた知識は、技術者たち等によって北部、北東部の各都市で応用されています。 
・ 他の機関と補足的に。 
・ CEFTRUのコースの研修生の多くはすでに当分野で活動しており、何名かは管理機関、バス会社、道路機関などに勤
務しているので学んだことを応用しているものと思われます。私がフォローしている一つの例では交通の職業訓練コ
ースを終了しつつあるAGETOP-GOの二名のエンジニアがいます。彼らは交通の電子的速度管理の分野のコースの終
了論文に取りかかっており、交通工学、道路安全、情報の統計処理など研修で学んだ内容を日々の業務に生かすよう
積極的に活動しています。 

・ 参加者等の最終評価は、技術的及び科学的に意義あるレベルに達成しており、機材の設置及び日本人専門家との交流
により新たな認識が高まり、それにより今まで進めてきた研究の方向転換が生じました。 

・ UFRJやUNICAMPIとのロジスティック分野に関するプロジェクト実施の話がある。 
 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ CEFTRU研修に参加した数はまだ少ないが、研修を受けた人々へのインパクトは大きい。 
・ 数は限られるが，それらの人には確実に効果があったのではないかと思う。 
    運輸省運輸省運輸省運輸省 
・ ブラジル人技官の研修及び能力向上、また教官の能力向上が図られました。 
部分的に見られる 
カウカウカウカウンターパートンターパートンターパートンターパート 

・ ブラジルの様々な都市から寄せられる受講希望や広報により、公共輸送の分野におけるCEFTRUの研修のポジティブ
インパクトを確認することができました。これは、研修コースが市場のニーズに対して妥当であるとともに、品質の
高いサービスを提供していることを証明するものであると思います。 

・ CEFTRUは確立しつつある段階にあるにもかかわらず、すでに多くの人材育成研修コースを実施しています。すべて
の研究室がフルに稼働すればCEFTRUの研究能力は一層高度になると思います。 

・ 今まで実施された人材育成に関する多くの研修コースがプロジェクトの重要性を証明するものです。すべての研究室
が活動を始めればその効率性は増大します。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 上位目標が達成し、プロジェクトの効果が伯国の都市交通計画の改善に広く裨益するためには、CEFTRUがその能力
を生かして研修を継続的に実施し、拡大していくことが必要である。そのための指導能力の育成と職業訓練的研修を
通じた財政基盤の確立については、プロジェクトの成果によって達成できた段階にある。またCEFTRUの能力を他方
面にアピールすることについても、施設内集合研修、国際セミナーの実施により大きく進展したと考える。 

・ 特に若手の研究者に積極的な能力開発の意欲を感じた。 
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コメント不可 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ 組織的な面を扱う私には他の皆さんよりは本プロジェクトの影響は少なかった。日本での研修は情報提供的なもので
あり、新たな協力を生み出すきっかけになることが望ましかったが、それは実現しなかった。私の研究分野は特に機
材供給の対象とはなりませんでした。 

 
4444----2222----1111：このプロジェクトは、スーパーゴール「ブラジルにおいて都市交通分野の計画・管理・運営・教育が適切に：このプロジェクトは、スーパーゴール「ブラジルにおいて都市交通分野の計画・管理・運営・教育が適切に：このプロジェクトは、スーパーゴール「ブラジルにおいて都市交通分野の計画・管理・運営・教育が適切に：このプロジェクトは、スーパーゴール「ブラジルにおいて都市交通分野の計画・管理・運営・教育が適切に 

行われる」に貢献しつつあるとお考えですか？具体的な理由を挙げながらその理由を記述してください｡行われる」に貢献しつつあるとお考えですか？具体的な理由を挙げながらその理由を記述してください｡行われる」に貢献しつつあるとお考えですか？具体的な理由を挙げながらその理由を記述してください｡行われる」に貢献しつつあるとお考えですか？具体的な理由を挙げながらその理由を記述してください｡ 

非常に貢献 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ CEFTRUはブラジルのリファレンス研修センターとなりつつあり、国で不足している分野を補っています。 
・ 本プロジェクトによって交通分野の人材育成活動に対するCEFTRUの存在が強化され、ブラジリア大学の人員がそれ
ぞれの技能を生かし、この種の活動に参加する機会が与えられました。 

・ CEFTRUが実施するコースは技術育成に貢献し、そして特に能力向上を求め続ける必要性を認識させ、大卒後のコー
ス（マスター、ドクター）の進学を検討するようになる。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 研修参加者は組織でも上位レベル（課長職等）であり、都市交通の計画・管理・運営・教育に貢献できる人々である。 
・ 都市交通分野の総合的なシステムの確立がなされたと思う。 
部分的に貢献 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ CEFTRUは政府関係分野では幅広い顧客を獲得している半面、民間分野に対する活動は少ないように思います。 
・ 人材育成及び再教育の対象者をより明確にする。 
・ 他の機関、例えば運輸省、ＤＮＥＲ（国家道路局）から参加者を得るためにJICAの存在は重要です。 
・ CEFTRUのいずれかの研修に参加した技術員がいる都市では都市交通の計画、管理、運営に関する活動の向上を図る
努力がみられます。しかし技術的能力向上以外の要素が各郡の管理の中で存在することを考慮する必要があります。
これらの要素が、多くの場合、技術者の活動を困難なものにします。またブラジルは大陸国であるため、全国の都市
交通に正のインパクトを広げるためにCEFTRUが為すべきことは沢山あります。 

・ CEFTRUの研修及びプロジェクトによる貢献はブラジルの都市交通の効率性向上の可能性を拡大します。 
・ Garoto社が製品の各都市への流通計画の改善について職員を研修した。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 現時点では、貢献できる状況が整った段階であり、今後の活動が不可欠である。 
・ まだ数が限られている。（スーパーゴールは遠い） 
 
4444----3333----1111：その他にプラスの、またはマイナスのインパクトがありますか？“はい”と回答した場合、その内容を記述：その他にプラスの、またはマイナスのインパクトがありますか？“はい”と回答した場合、その内容を記述：その他にプラスの、またはマイナスのインパクトがありますか？“はい”と回答した場合、その内容を記述：その他にプラスの、またはマイナスのインパクトがありますか？“はい”と回答した場合、その内容を記述 

してください｡してください｡してください｡してください｡ 

はい 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート    

・ ポジティブ効果：マナウス、ボア・ヴィスタ、ゴイアニア、その他の都市で実施したコースにより、研修生はより高
いレベルの能力を求める傾向がみられ、元の職場にもどり交通分野の改善に寄与した。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 施設内集合研修においてJICA全体の活動の広報を行った。また、日本人専門家の調査出張で伯国地方機関等を訪問し
た際にも、日本の技術協力全般の説明を行った結果、いくつかの地方自治体から、新規案件の問い合わせが寄せられ
るようになってきている。今後とも、Brasilia訪問者が気軽にCEFTRUを立ち寄ることにより、いわばJICAの広告塔と
しての機能も果たしていけばよいのではないだろうか？ 

・ 学内の半独立機関（リサーチセンターなど）のリード役となったらしい（プラス）。交通修士課程の教育や研究にも
効果をもたらしたであろう（逆向きもあるので相乗的なプラス）。 

 運輸省運輸省運輸省運輸省 
・ 知識と技術の普及。 
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5555----1111----1111：：：：CEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUはプロジェクトが終了した後、以下に挙げる点について自立発展性があるとお考えですか？はプロジェクトが終了した後、以下に挙げる点について自立発展性があるとお考えですか？はプロジェクトが終了した後、以下に挙げる点について自立発展性があるとお考えですか？はプロジェクトが終了した後、以下に挙げる点について自立発展性があるとお考えですか？ 
(1)(1)(1)(1)機材・施設の運営管理機材・施設の運営管理機材・施設の運営管理機材・施設の運営管理    (2)(2)(2)(2)研修プログラムの計画・実施研修プログラムの計画・実施研修プログラムの計画・実施研修プログラムの計画・実施    (3)(3)(3)(3)研究開発研究開発研究開発研究開発    (4)(4)(4)(4)財務的能力財務的能力財務的能力財務的能力    (5)(5)(5)(5)人事管理人事管理人事管理人事管理    
(6)(6)(6)(6)ブラジル政府による政策支援ブラジル政府による政策支援ブラジル政府による政策支援ブラジル政府による政策支援    

カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 
(1) はい 将来展開される活動の中で、ブラジル政府に支援された方針が優先的目標であるべきです。 

今まで行ってきた通りコースや調査を実施するため、新しい契約を得るための努力によります。 
部分的に 将来機材のメンテナンスに困難が生じます。 

(2) 部分的に 研修生に負担をかけることなくCEFTRUが研修のコストを吸収するためにはまだ資金的支援が必要です。

(6) 部分的に 大学に対する政府の政策によります。ブラジル政府はCEFTRUの活動を支援している。しかし、前述し
たとおり、政府の交通分野の人材育成に関する政策はもっと明確にされるべきです。 

 
(1)～(6)共通 
・ 現在CEFTRUはブラジル全土で大きいインパクトがあり、それによってCEFTRUのサービスに対する需要がますます

高まるであろう。 
・ 一番の問題は研究室の活動を支援する技官達の雇用と維持である。ブラジリア大学の経営陣が本プロジェクトに対す
る責任を強化し、その条件を提供する必要があります。しかし、人材の雇用は簡単な問題ではなく法的障害がありま
す。 

・ 大学と企業の交流を拡大すればプロジェクトの継続は十分可能だと思います。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

(1) 部分的に 機材を継続的に活用していく上で、若手技官の定着に不安がある。プロジェクト終了後、早い時点で機
材の使用を運輸省や他の大学等にもオープンにし、機材使用能力を持つ人材の（伯国内における）絶対数を増加さ
せるべきではないだろうか？第2棟が完成すれば解消されると思いますが。 

(4) 部分的に 本来の目的である上級の研修については、利用者負担方式で行うことは困難なので、職業訓練的研修か
らの収入の内部補助、運輸省からの財政的支援が引き続き必要であろう。 

(6) 部分的に 運輸省からの支援が引き続き必要である。また、CEFTRUでの研修を国家資格として認定するような制
度化も、長期的には必要であろう。 

 
5555----2222----1111：今の段階で：今の段階で：今の段階で：今の段階でCEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUの運営を妨げるかもしれない重大な問題がありますか？“はい”と回答した場合、そのの運営を妨げるかもしれない重大な問題がありますか？“はい”と回答した場合、そのの運営を妨げるかもしれない重大な問題がありますか？“はい”と回答した場合、そのの運営を妨げるかもしれない重大な問題がありますか？“はい”と回答した場合、その 

理由を記述してください｡理由を記述してください｡理由を記述してください｡理由を記述してください｡ 

はい 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ CEFTRUはブラジリア大学の他学部にはまだあまり知られていないように思います。CEFTRUが他の学部とパートナ
ーシップを結べば、サービス提供の内容を拡大し資金獲得能力も拡大できると思います。 

・ 大学の方針について変化があった場合において。 
・ 政治、マクロ経済状況の悪化があれば。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ 人材確保、運営資金確保、資材の有効利用、機材管理体制の確保。 
・ プロジェクト外またはプロジェクトから出た人間による批判的な行為・言動が影響する可能性がある。 
・ 施設完成の遅れ。（解決の方向に向かっているようですが）遠方受講者の旅費。 
チェックなし 
運輸省運輸省運輸省運輸省 

・ 環境及び都市交通の分野で、より多く運輸省の活動に関する研修や支援を行うことができるようになることを期待し
ます。 

 
5555----3333----1111：今後：今後：今後：今後CEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUの発展を支援（または関係強化）する計画がありますか。の発展を支援（または関係強化）する計画がありますか。の発展を支援（または関係強化）する計画がありますか。の発展を支援（または関係強化）する計画がありますか。（運輸省のみへの質問）（運輸省のみへの質問）（運輸省のみへの質問）（運輸省のみへの質問） 

はい 
運輸省運輸省運輸省運輸省 

・ 特に決まったプログラムはないが、運輸省は、研究、イベント、研修コースなどを支援することに関心を示していま
す。技術者たちが外国との交流を図ることに関心を持っています。 
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6666：このプロジェクトについてのコメントや提案があればご自由に述べてください｡：このプロジェクトについてのコメントや提案があればご自由に述べてください｡：このプロジェクトについてのコメントや提案があればご自由に述べてください｡：このプロジェクトについてのコメントや提案があればご自由に述べてください｡ 
カウンターパートカウンターパートカウンターパートカウンターパート 

・ CEFTRUの設立に対するJICAの支援に感謝します。提供するサービスの質の高さにより、ブラジル社会の信頼を獲得
し、確立しつつあり、成功を収めたこの草分け的なイニシアチブに参加することができてうれしく思います。CEFTRU

は正しい方向に歩んでいると思いますが、その成功にはJICAの支援は決定的なものであり、今日、設立と確立のため
長年にわたる多大な努力の結果として、ブラジルに、国の合理的かつ計画的な開発を支援するリファレンスとなる交
通人材育成研修センターができました。私が最も期待する点はCEFTRUとJICAの繋がりがプロジェクト終了後も継続
され、さらに確固たるものとなり、将来社会の発展を目的としたさらに大きいプロジェクトを共同で実現することで
す。 

・ 私の場合、インフラ整備に投資する日本の協力の一部を本プログラムの中で活用することができました。この点に関
し私の研修コースは有意義であったが、技術協力のポテンシャルをすべて利用するには時間が短か過ぎました。 

・ 建設及びインフラ整備にあたり日本政府の支援は最も重要であった。CEFTRUが交通分野で有するポテンシャルと体
制はラテンアメリカで唯一のものである。 

・ CEFTRUのプロジェクトはタイムリーであったと思います。本プロジェクトの実施はブラジルの交通分野の必要性に
合致し、他の方法では不可能であった多人数の技術者の研修を可能にしました。廃止された政府機関GEIPOTが多大
な努力にも関わらず、郡政府が経費の一部を負担することを条件に出した研修の要請すべてに対応することが困難だ
った事実をみてもわかります。またCEFTRUに設けられたインフラストラクチャーにより、研修の継続性が失われる
ことを回避できます。今日CEFTRUの技術者及び経営者はJICAの専門家とのパートナーシップによる活動で得た経験
の恩恵を多大に受け、研修活動を継続する能力を有しています。JICAとのパートナーシップは、今終了しつつあるこ
れまでの形態とは別な形でも継続されることはたいへん有益であると信じます。例えば現在予算不足で研修のコスト
を負担できない郡から来る技術員に対して、資金支援を得て、CEFTRUが研修を実施することが可能になります。 

・ ブラジリア大学の組織図に対するCEFTRUの位置づけを検討する必要があります。特に研修コースの質を管理し内部
手続きの順序に応じてプロジェクト指導をする学術委員会の強化が必要です。現在までCEFTRUと技術系学部の学術
的繋がりは弱いものです。 

・ CEFTRUの活動は地域のニーズに合わせるべきであるが、常に要求される質を追求し、国の方針に従うべきです。 
日本人専門家日本人専門家日本人専門家日本人専門家 

・ CEFTRUの組織体制について。プロ技終了後のCEFTRU活動について（活動分野、活動内容）。プロ技前半と後半の
日本側投入量について。プロ技のスキーム（期間、投入量）について。 

・ 機材管理・運営などについても日本側からコメントなどをして、プロジェクト自立発展性を高めるプレッシャーをか
けることも必要。 

・ 今後の類似のプロジェクトに役立つかも知れないコメントとして感想を述べる。本プロジェクトは、投入が小規模で
あったこともあり、プロジェクトの対象者を比較的限定的にとらえ、CEFTRUに派遣されているブラジリア大学教官
のみをカウンターパートと考えてきた。これは確かにC/Pの積極的な参画を引き出したのだが、留学や転勤、あるい
は他の業務の多忙により特定分野のC/Pが手薄になり、折角の機材や日本人派遣専門家の投入が十分に活用されない
という問題がある。また長期的には若手の層が薄いことも気になる。たとえ現在CEFTRUに在籍するものでも転勤し
て組織を離れる可能性もあるが、それでも対象国内に留まる限りにおいてプロジェクトの効果は継続するという考え
方もあり得る。逆に、現在正規のCEFTRU職員でなくても、運輸省の役人のように将来研修講師として働きうる人材
が存在するなら、そこを対象にプロジェクトを実施するという考え方もある。いずれにせよ、プロジェクトの相手を
あまり限定的に考えず、若干広めにとらえ、例えば供与機材についても対象国内で使用したい研究者を公募するなど、
裨益を広げるような仕組みがあることが望ましい。 

・ 規模の小ささという点で困難がありました。C/Pの少なさもそうですが，専門家が少ないこともありました。このた
めたとえばソフトウェアの使い方を継続的に伝えるような性質の技術移転は無理でした。他方，先方の能力は高く，
そのようなレベルよりも組織マネジメントに役立てて貰うというような技術移転が重要だったといえるかもしれま
せん。たとえば後半のC/P研修では日本の人材育成研修の事例もみてもらいましたが，さらに他国の事例や，交通と
いう専門に限定しない教育方法などに係る専門家派遣や研修を組み込んでもよかったかもしれません。 

・ プロジェクトは、ようやく基礎的な部分が整備された状態であり、今後よりレベルを上げるためには、課題を整理し
て、新たな展開を行うことが必要であると思う。 

    運輸省運輸省運輸省運輸省 
・ CEFTRUが進めてきた活動を考慮すると、環境省、法務省、科学技術省、防衛省等、他の組織とパートナーシップを
結ぶことが望ましい。 
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ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 
アンケート回答理由（研修生） 

 
2-1：研修プログラムの満足度に関する回答の補足｡ 
都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース 
・ 教室内で取り交わされた議論によって研修員等の様々な経験を聞き、技術的情報を得ることができました。 
交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース 
・ 中央都市から離れたところで業務をしている私にとって、新たな知識の取得、再教育の意味でも完璧でした。 
・ 授業をより豊かにするために、生徒の経験を生かされるように教官たちは気を配っている。 
・ 研修コースはよかったが、研修時間がもっと長ければ、あるいは第2部が用意されていればさらによかったと思いま
す。 

 
4-1：この研修で得た知識を業務上でどのように応用しましたか（あるいはする予定ですか）？ 
都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース 
・ 研修コースの内容は広範囲に渡り、特に交通工学、都市交通及び法律は応用の可能性が高く、意志決定に有効です。 
・ 私は交通工学の業務を行ってますが、このコースにより深い知識と刺激を与えて頂き、私が勤務する機関が保有して
いるプログラムデータの内容を改善することができました。 

・ 私は交通の電子的管理の分野で従事しており、交通関係機関と一緒に仕事をしていますので、コースで学んだ知識を
すべて利用します。いかなる知識も我々と交通関係機関の交渉及び交流にプラスとなります。 

・ 交通工学の知識の増大。公共交通の多様なモダリティに関するより深い知識の取得。これらの情報が市の日常の交
通・運輸の評価、とりわけ都市鉄道などの新たな公共交通のプロポーザルの評価に役立っています。 

・ CEFETの交通のコース教官の立場で新たな科目を教えており、その科目に関する研究をしています。 
・ 私の論文は業務の分野と直接関わりがあり、また研修コースで取り上げられたテーマはすべて私の業務に関連してた
いへん有意義でした。 

・ 日常の業務、つまり専門の分野で利用する新たな知識を得ることができました。 
・ 交通のプロジェクトに応用できる技術の取得。 
・ 交通・運輸をより科学的に考えるようになりました。 
 
 
交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース 
・ 研修コースで得た知識は郡の統合システム開発等、日常の業務に応用しています。 
・ 実施した交通工学のプロジェクトへの応用、またアマパー州の交通摩擦の緩和に役立てることができました。 
・ 縦型標識、横型標識、信号、クリティカルポイントの除去などに応用しています。 
・ セルジーペ州ラガルト郡の交通コーディネーターとして研修コースで得た知識のほとんどを応用しています。 
・ より高い技術レベルを追加することができ、私の業務の質の向上に役立った。 
・ 研究部門での研修内容は、住民が求めるようにバスシステムを改善するよう、その都度評価をしながら実施されてい
る。運営データを路線の上りと下りに関連付けて分析をしています。研修コースで学んだ基準に基づいて、ピーク時
又はピーク間の運営状況評価、または経路の設定を行っています。 

・ 私は交通教育に従事しており、研修コース「交通・運輸の基礎知識」を通じて車両検査及び運輸計画分野のプロフェ
ッショナルのトレーニングに微妙な改善をもたらすことができました。私の交通工学の能力向上にも大変役立ちまし
た。 

 
5：CEFTRUへのコメントや提案があれば述べてください｡ 
都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース都市交通職業訓練コース 
・ 教官の技術・科学レベルの高さを賞賛いたします。機材の使用及び研究に関する現場指導、施設見学をより多く取り

入れて頂きたい。 
・ 少人数で情報交換を行うイベントを特にブラジリアとゴイアニアで実施して頂きたい。 
・ 職業訓練コースの教官メンバーは大変良かったです。コースに実地で行う授業をより多く組み込まれることを提案し
ます。CEFTRUの機材を知ることができましたが、これらの機材をより深く理解するため、直接使用することを希望
します。我々、この分野のプロフェッショナルに対してCEFTRUが与えて下さったこの機会に感嘆いたしました。大
学の卒業生に対して、私たちが得たチャンスと同じチャンスが与えられるようにゴイアス、または全国の大学で宣伝
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されることを提案いたします。 
・ 教官によっては方向性をより明確にし、よりダイレクトに、そして教材をより良いものにする必要があると思います。
教材を研修コースの始めに渡してほしい。実地の授業や見学を前もって計画してほしい。 

・ 研修コースは、公共交通・運輸に関係する日常の問題に関わる技術者たちの専門性を高め、能力向上を図るのに極め
て有意義です。実地により高い比重をおいた新たなコースが開催され、研修生に実地の経験が伝えられる事が極めて
重要だと思います。 

・ 交通はブラジルの各都市で悪化しつつある問題なのでCEFTRUの活動は予想されるマイナスインパクトに備えるため
にも好都合であり重要です。 

・ 教官達は大変良い。研究室には機材が整っている。講義中の議論は内容が濃く、研修生と教官の経験交流促進により、
詳細な点や現状に合った豊富な議論ができた。研修コースのレベルを高めるためCEFTRUの研究室をより多く利用する
ことを提案します。 

・ 研修コースが交通全体（都市交通・道路交通）に関するものであることを望みますが、多くのモジュールは道路交通
のみを取り上げました。 

・ CEFTRUは交通分野で職業訓練コースを実施する機会を与えて下さいました。 
・ ロジスティック分野に関する内容の改善。インターネットによる教材の提供。セミナー、実地の授業、見学などをよ
り多く組入れること。 

交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース交通・運輸の基礎知識コース 
・ 日本との国際協力（JICA）のもとに都市交通人材開発センター（CEFTRU）において実施され、私が参加する幸運に恵

まれたこの研修コースは、事務局、教官、そして研修員同士の交流も大変良いものでした。今回と同じメンバー、ま
たは新たなメンバーで研修が継続されることを願います。 

・ CEFTRUが交通・運輸部門の人材育成を目指したプロジェクトの実施を継続することを願います。 
・ さまざまな分野のプロフェッショナルに対してより良い条件を与え、交通を緩和する手法を伝え、ユーザーに対して
より高い質の生活を提供するハイレベルな人材育成トレーニングセンターである。 

・ 交通監視、及び運送料金に関する研修時間を増やしてほしい。 
・ 国の経済発展を保証するために、最重要かつ根本的なサービスの向上に向けた活動を行っているCEFTRUに対して、必
要な支援をすべて与えるべきである。当センターの目標は公共交通を経済発展のベクトルとすることであり、注目に
値する。最も真剣に取り組んでいる機関のひとつであると思う。 

・ 公共交通分野、特に全車両の台数設定、経路、ダイヤ、頻度、システムの改善に関する特別コースを設けることが望
ましいと思います。 

・ 職場の幹部が私のコース参加を許可するにあたり、JICAの協力が大変重要でした。私が研修から戻って以来、ここで
行う研修の質の高さが確認されました（これは私及びCEFTRUの教官の貢献によるものです）。運輸、交通安全に関す
るコースをもっと実施されることをお勧めします。すでにCEFTRUの信頼性は確立していますので、JICAとの協力の有
無に関わらず実施してほしいと思います。 
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 1 

ブラジル都市交通人材開発プロジェクト 
アンケート回答（その他交通分野機関：ANTT、MATRO-DF、DETRAN-DF） 

 
1111----1111：：：：CETRUCETRUCETRUCETRUの活動で、プラスあるいはマイナスのインパクトが見られますか？の活動で、プラスあるいはマイナスのインパクトが見られますか？の活動で、プラスあるいはマイナスのインパクトが見られますか？の活動で、プラスあるいはマイナスのインパクトが見られますか？ 
・ 次の２つの理由から効果はプラスです。ひとつは全国で活動する可能性を持つ交通人材育成センターを連邦区、ブラ
ジリア大学内に設置したこと。もうひとつはブラジリア及びブラジルのその他の地域で重要な研究、プロジェクト、
及び研修を実現したこと。 

・ 教官、交通試験官、交通教育のディレクターとともに開発したコースで運転手養成センターの教育の新たな制度の実
施を促進し、DETRANにおいて運転免許（CNH）の取得プロセスが標準化された。 

・ プラスのインパクトがあった。セミナー、コースなどCEFTRUが実施したものは、先進国で利用されている技術・情報
を紹介しており、それらはブラジルにおいて実施されている交通関連会社の活動に取り入れられるであろう。イベン
トの情報に関しては、少なくとも１週間前に知らせていただくと、社内で宣伝できる。 

 
2222：将来の：将来の：将来の：将来のCEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUの活動・役割について、どのように期待をされていますか？の活動・役割について、どのように期待をされていますか？の活動・役割について、どのように期待をされていますか？の活動・役割について、どのように期待をされていますか？ 
・ たいへん有望です。CEFTRUが技術者たちの育成に積極的にかかわり、当分野の発展を目指した知識と情報の普及を図

り、全国のリファレンスセンターとなることを願います。 
・ コース開発を継続的に行っており、CHNの更新のコース、講義、セミナー、調査開発などの実施支援を模索している。 
・ 地下鉄に関する具体的なプロジェクトにおいては、プランナー、コンサルタント、技術補佐官にとって、他の地下鉄
会社、海外の地下鉄関連の会社の知識交流の場を提供できる可能性がある。 

 
3333：将来：将来：将来：将来CEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUの活動を支援する計画をお持ちですか？の活動を支援する計画をお持ちですか？の活動を支援する計画をお持ちですか？の活動を支援する計画をお持ちですか？ 
・ DETRANの目標と期待は、連邦直轄区の交通教育者、監視者、技術者と同様、道路利用者に対する意識の向上をもたら
すような交通分野における知識の模索をCEFTRUとともに推進していくことである。 

・ 場合によっては。CEFTRUとMETROの間で科学技術協力に関する協定を結ぶことも考えている。 
 
4444：現在：現在：現在：現在CEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUの活動を阻害する問題は見られますか？の活動を阻害する問題は見られますか？の活動を阻害する問題は見られますか？の活動を阻害する問題は見られますか？ 
全員回答“ない” 
 
 
5555：：：：CEFTRUCEFTRUCEFTRUCEFTRUに関してコメント・提案があればご自由に述べてください。に関してコメント・提案があればご自由に述べてください。に関してコメント・提案があればご自由に述べてください。に関してコメント・提案があればご自由に述べてください。 
・ 交通分野の講義、セミナーの機会を増やしてほしい。 
・ CEFTRUへのアクセス道路の舗装を完了させてほしい。 
・ CEFTRUは連邦直轄区内の他の公共機関（我々の知っている範囲でなされるだけのものでないが）、たとえば、特に

METRO-DF、DER－DF、DETRAN-DF、DMTUなどの関連をさらに活発化させるべきであろう。交通安全・公共輸送の
分野でどのような改善策が各機関でとられるべきかの提案をまとめ、提言していくために関係を強化すべきである。
新たな情報提供のために、他の地下鉄会社の参加も図ってセミナーを推進していくべきであろう。 
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９．広報・参照資料リスト 
 

List of Printed Materials for Publication 
 

No. Materials Quant. 

1 CEFTRU’s Publishing Poster 2000 

2 CEFTRU’s Brochures 2000 

3 Teaching Material’s Cover 3000 

4 Publishing Banner of CEFTRU Laboratories 5 

5 Simposium Logo (I SITRAMA) 1 

6 Simposium Poster (I SITRAMA) 1000 

7 Simposium Brochures 6000 

8 Simposium Participating Manual 600 

9 Simposium LOGO printed Letter Papers 2000 

10 Simposium WEB SITE (Creation & Mant.) 1 

11 Simposium Utility Bag 600 

12 Simposium Logo Ball Pen 600 

13 Simposium Participant’s Name Label 600 

14 Simposium Participation’s Certificates 600 

15 Simposium Content’s CD-ROM 700 

16 Simposium Openning Video (VTR) 1 

17 CEFTRU LOGO printed envelops 4000 

18 CEFTRU LOGO printed Memo blocks 2000 

19 CEFTRU’s Information Video 1 

 

 

 

List of Materials for Reference (Translated from Japanese into Portuguese) 
No. Materials Quant. 

1 Measures for Noise Reduction Cap.1-6 229 

2 Japanese Rules for Pavement 132 

3 Pavement Catalog 67 
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